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【今月の表紙】
長万部小学校卒業証書授与式（3/19）
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6,400万円でスタート!
　今年のまちの台所といえる予算は、一般会計が
46億6,400万円で、前年度に比較し４億4,800
万円の増となりました。
　特別会計を含めた総額は、79億9,856万円と
なります。
　新年度の予算編成にあたっては、引き続き、行
財政改革に取り組み、税財源確保はもとより財源
を最大限有効に活用するとの観点から、予算全体
を精査し、各種の計画に則り、防災、子育て支援、
産業の振興、福祉、教育、観光のまちづくりなど、
諸施策にわたり可能な限り予算編成をいたしまし
た。

町　税　の　状　況
科　　目 予 算 額　千円 構 成 比　％

町 民 税 262,981 48.1
固 定 資 産 税 218,137 39.8
軽 自 動 車 税 9,100 1.7
町 た ば こ 税 53,000 9.7
入 湯 税 4,000 0.7
合 計 547,218 100.0

特 別 会 計 予 算
（単位：千円）

国 保 会 計

後期高齢者医療会計

介護保険特別会計

下 水 道 会 計

病 院 事 業 会 計

ガ ス 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

〈歳　入〉 〈歳　出〉
国民健康保険税 173,830 保 険 給 付 費 553,570
道 支 出 金 561,265 国民健康保険事業費納付金 204,442
繰 入 金 86,192 共同事業拠出金 20,712
そ の 他 705 そ の 他 43,268

計 821,992 計 821,992

〈歳　入〉 〈歳　出〉
保 険 料 62,039 広域連合納付金 98,245
繰 入 金 38,013 総 務 費 2,672
そ の 他 1,125 そ の 他 260

計 101,177 計 101,177

〈歳　入〉 〈歳　出〉
支払基金交付金 188,547 保 険 給 付 費 676,323
国 庫 支 出 金 192,063 そ の 他 96,430
道 支 出 金 112,772
繰 入 金 153,775
保 険 料 外 125,596

計 772,753 計 772,753

※特別会計の資本的会計等を掲載していないので、 記載の一般会計と特別会計の合計は総額と異なります。

〈歳　入〉 〈歳　出〉
国 庫 支 出 金 138,700 下 水 道 費 377,010
繰 入 金 236,790 公 債 費 外 184,470
諸 収 入 外 185,990

計 561,480 計 561,480

〈収　入〉 〈支　出〉
医 業 収 益 506,574 医 業 費 用 657,767
医 業 外 収 益 154,296 医 業 外 費 用 2,583

計 660,870 計 660,350

〈収　入〉 〈支　出〉
営 業 収 益 97,200 事 業 費 用 111,100
営 業 外 収 益 13,972 営 業 外 費 用 10,600
特 別 利 益 1,028

計 112,200 計 121,700

〈収　入〉 〈支　出〉
営 業 収 益 148,710 営 業 費 用 136,520
営 業 外 収 益 12,600 営 業 外 費 用 15,780

計 161,310 計 152,300

～収益的収入・支出～

～収益的収入・支出～

～収益的収入・支出～

歳　入　の　状　況
（単位：千円）

議　会　費　69,891（1.5％）
労　働　費　　1,536（0.0％）
商　工　費　46,738（1.0％）

その他の内訳

使用料・手数料
分担金・負担金
171,135（3.7％）

繰入金
502,003
（10.8％）

財産収入
その他
108,126
（2.3％）

国庫支出金
246,180
（5.3％）

道支出金
167,952
（3.6％）

自動車取得税交付金
その他
247,686（5.3％）町　債

575,700
（12.3％）

地方交付税
2,098,000
（45.0％）

町　税
547,218
（11.7％）

総　額
4,664,000
（100％）

28.5
　％

自主財
源

依

存

財

源
71.5％

扶助費
288,837
（6.2％）

公債費
558,826
（12.0％）

普通建設事業費等
1,503,426
（32.2％）

その他
1,422,953
（30.5％）

人件費
889,958
（19.1％）
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．

総　額
4,664,000
（100％）

2 ％

その他
132,049
（2.8％）

消防費
194,161
（4.2％）

公債費
558,826
（12.0％）

教育費
366,970
（7.9％）

土木費
726,538
（15.6％）

農林水産業費
250,486
（5.4％）

衛生費
566,287
（12.1％）

民生費
1,097,525
（23.5％）

総務費
771,158
（16.5％）

総　額
4,664,000
（100％）

災害復旧費　　156（0.0％）
諸 支 出 金　10,728（0.2％）
予　備　費　3,000（0.1％）

特
集
Ⅰ

平成30年 度

一般会計予算 46億

まちの家計簿 平成30年度予算を家計に例えると…
　予算額をわかりやすくするため、歳入歳出の予算額46億6,400万円を一般家庭に置き
換えて圧縮し、500万円としています。

合　計　額　　　　　　５,０００,０００円

収　入　の　部 支　出　の　部
給　　　料 1,221,538円
 基　本　給 777,571円 町税／地方譲与税など
 手　　　当 443,967円 国庫支出金／道支出金

生　活　費 2,698,352円
 食　　　費 954,072円 人件費
 光 熱 水 費 477,536円 物件費
 保健医療費 309,645円 扶助費
 仕送り・町内会費など
 957,099円 繰出金／負担金／補助金など

実家からの支援 2,249,142円
地方交付税

パート収入 373,978円
分担金及び負担金／使用料及び手数料／財産収入／諸収入

ローンの借入 617,174円
町　債

家の増改築や車などの大きな買い物
 1,611,902円
普通建設事業費／災害復旧事業費

預貯金の取り崩し 538,168円
繰入金

ローンの返済 599,085円
公債費

前年からの繰越金 0円
繰越金

預貯金・翌年への繰越金 90,661円
積立金／歳出余剰金

歳出の状況（性質別） 歳出の状況（目的別）
（単位：千円）（単位：千円）
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（新規）森林管理システム導入業務	 496万円
■多面的機能支払交付金事業補助金	 334万円
■酪農ヘルパー利用組合補助金	 200万円
■静狩地区道営農道整備事業	 563万円
■長万部中部地区道営草地整備事業負担金
	 775万円
■公共牧場管理運営	 2,257万円
■町有林間伐等林業事業	 2,316万円
■未来につなぐ森づくり推進事業	 403万円
■分収造林	 4,549万円
■林道新設改良	 2,000万円
■水産基盤整備（長万部・国縫漁港）
	 767万円
■水産廃棄物リサイクル施設運営	 4,531万円
■商工会運営費補助金	 830万円
■毛がにまつり事業補助金	 350万円
■合宿誘致事業補助金	 180万円
■観光協会運営費補助金	 1,000万円
■多目的活動支援センターあつまんべ運営
	 651万円

（新規）都市計画マスタープラン調査検討業務
	 500万円
■北海道新幹線建設負担金	 300万円
■地域おこし協力隊	 1,442万円
■生活交通確保対策事業	 620万円
■先進的アグリビジネス事業補助金	 8,000万円
■ふるさと納税返礼	 4,000万円
■防災行政情報伝達システム整備	 9,364万円
■固定資産管理データ作成	 600万円
■国縫振興会館等建替・監理業務
	 1億5,213万円
■渡島廃棄物処理広域連合負担金	 8,904万円
■ごみ処理施設運営	 9,876万円
■山越郡衛生処理組合負担金	 4,306万円
■汚水処理施設共同整備事業	 8,050万円
■公園整備	 3,470万円
■町営住宅運営	 2,814万円
■道路橋梁維持	 2億5,252万円
■道路新設改良
　（町道本町一号線道路改良外）	 7,593万円
■河川維持	 890万円
■公共下水道（繰出金）	 2億3,679万円
■ガス・温泉採取供給	 2,658万円
■街路灯設置・電気料補助金	 411万円

快
適
な
生
活
を
支
え
る
基
盤
の
整
っ
た
ま
ち
に

まちづくり・防災・衛生・土木・下水道
（新規）幼稚園等施設型給付負担金	 3,200万円
（新規）南栄町老人憩の家屋根修繕	 611万円
■高齢者在宅福祉支援	 1,242万円
■老人福祉バス運行	 302万円
■高齢者生活福祉センター運営	 2,100万円
■地域敬老会補助金	 203万円
■老人福祉センター運営	 635万円
■保育所運営	 9,124万円
■地域保育所等補助金	 370万円
■町社会福祉協議会補助金	 1,383万円
■タクシー料金助成	 744万円
■社会福祉施設入所者措置	 552万円
■重度心身障がい者医療費	 2,400万円
■心身障がい者自立支援	 1億6,280万円
■多子世帯保育料等軽減補助金	 330万円
■児童手当	 6,069万円
■乳幼児等医療費	 1,740万円
■ひとり親家庭等医療費	 500万円
■後期高齢者医療療養給付負担金	 9,937万円
■後期高齢者医療（繰出金）	 3,801万円
■国民健康保険（繰出金）	 8,619万円
■介護保険（繰出金）	 1億4,486万円
■町立病院（繰出金）	 1億5,000万円

生
涯
を
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

福祉・保健・医療

地
域
産
業
に
よ
る
創
造
と
躍
動
の
ま
ち
に

農林水産・商工観光
（新規）長万部小学校グラウンド
　バックネット改修	 415万円
■スクールバス運行	 2,557万円
■町民センター運営	 387万円
■福祉センター運営	 943万円
■学習文化センター運営	 1,716万円
■スポーツセンター運営	 1,116万円
■海洋センター運営	 2,773万円
■学校給食センター運営	 9,124万円
■東京理科大学長万部校舎
　環境整備事業補助金	 450万円
■奨学金給付金・貸付金	 322万円
■高校通学費・制服購入費補助金	 304万円

豊
か
な
心
と
個
性
を
育
む
ま
ち
に

教育・文化

特 集 Ⅰ

平成30年度に予定しているおもな事業平成30年度に予定しているおもな事業平成30年度に予定しているおもな事業

平成30年度一般会計予算
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（新規）森林管理システム導入業務	 496万円
■多面的機能支払交付金事業補助金	 334万円
■酪農ヘルパー利用組合補助金	 200万円
■静狩地区道営農道整備事業	 563万円
■長万部中部地区道営草地整備事業負担金
	 775万円
■公共牧場管理運営	 2,257万円
■町有林間伐等林業事業	 2,316万円
■未来につなぐ森づくり推進事業	 403万円
■分収造林	 4,549万円
■林道新設改良	 2,000万円
■水産基盤整備（長万部・国縫漁港）
	 767万円
■水産廃棄物リサイクル施設運営	 4,531万円
■商工会運営費補助金	 830万円
■毛がにまつり事業補助金	 350万円
■合宿誘致事業補助金	 180万円
■観光協会運営費補助金	 1,000万円
■多目的活動支援センターあつまんべ運営
	 651万円

（新規）都市計画マスタープラン調査検討業務
	 500万円
■北海道新幹線建設負担金	 300万円
■地域おこし協力隊	 1,442万円
■生活交通確保対策事業	 620万円
■先進的アグリビジネス事業補助金	 8,000万円
■ふるさと納税返礼	 4,000万円
■防災行政情報伝達システム整備	 9,364万円
■固定資産管理データ作成	 600万円
■国縫振興会館等建替・監理業務
	 1億5,213万円
■渡島廃棄物処理広域連合負担金	 8,904万円
■ごみ処理施設運営	 9,876万円
■山越郡衛生処理組合負担金	 4,306万円
■汚水処理施設共同整備事業	 8,050万円
■公園整備	 3,470万円
■町営住宅運営	 2,814万円
■道路橋梁維持	 2億5,252万円
■道路新設改良
　（町道本町一号線道路改良外）	 7,593万円
■河川維持	 890万円
■公共下水道（繰出金）	 2億3,679万円
■ガス・温泉採取供給	 2,658万円
■街路灯設置・電気料補助金	 411万円

快
適
な
生
活
を
支
え
る
基
盤
の
整
っ
た
ま
ち
に

まちづくり・防災・衛生・土木・下水道
（新規）幼稚園等施設型給付負担金	 3,200万円
（新規）南栄町老人憩の家屋根修繕	 611万円
■高齢者在宅福祉支援	 1,242万円
■老人福祉バス運行	 302万円
■高齢者生活福祉センター運営	 2,100万円
■地域敬老会補助金	 203万円
■老人福祉センター運営	 635万円
■保育所運営	 9,124万円
■地域保育所等補助金	 370万円
■町社会福祉協議会補助金	 1,383万円
■タクシー料金助成	 744万円
■社会福祉施設入所者措置	 552万円
■重度心身障がい者医療費	 2,400万円
■心身障がい者自立支援	 1億6,280万円
■多子世帯保育料等軽減補助金	 330万円
■児童手当	 6,069万円
■乳幼児等医療費	 1,740万円
■ひとり親家庭等医療費	 500万円
■後期高齢者医療療養給付負担金	 9,937万円
■後期高齢者医療（繰出金）	 3,801万円
■国民健康保険（繰出金）	 8,619万円
■介護保険（繰出金）	 1億4,486万円
■町立病院（繰出金）	 1億5,000万円
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を
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に
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し
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暮
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域
産
業
に
よ
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造
と
躍
動
の
ま
ち
に

農林水産・商工観光
（新規）長万部小学校グラウンド
　バックネット改修	 415万円
■スクールバス運行	 2,557万円
■町民センター運営	 387万円
■福祉センター運営	 943万円
■学習文化センター運営	 1,716万円
■スポーツセンター運営	 1,116万円
■海洋センター運営	 2,773万円
■学校給食センター運営	 9,124万円
■東京理科大学長万部校舎
　環境整備事業補助金	 450万円
■奨学金給付金・貸付金	 322万円
■高校通学費・制服購入費補助金	 304万円

豊
か
な
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と
個
性
を
育
む
ま
ち
に
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平
成
㆓⓽
年
度
の
受
賞
者(

敬
称
略
）

社
会
教
育
顕
彰
〈
個
人
の
部
〉

・
白
内
　
拓
郎（
長
万
部
そ
ば
打
ち
サ
ー
ク
ル
）

　
素
人
そ
ば
打
ち
の
普
及
と
愛
好
者
の

拡
充
に
大
き
な
貢
献

社
会
教
育
顕
彰
〈
団
体
の
部
〉

・
長
万
部
そ
ば
打
ち
サ
ー
ク
ル

　
町
の
文
化
活
動
の
振
興
に
貢
献

・
長
万
部
交
通
安
全
指
導
員
協
議
会

　
町
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
貢
献

・
長
万
部
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

・
長
万
部
町
体
育
協
会

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
及
び
健

康
で
活
力
あ
る
生
活
の
向
上
に
貢
献

長
万
部
町
教
育
功
労

実
践
活
動
顕
彰
表
彰
式

2/28
長
万
部
町
教
育
功
労

実
践
活
動
顕
彰
表
彰
式

　
こ
の
た
び
、
長
万
部
町
消
防
団
静
狩

分
団
長
の
千
代
政
志
さ
ん
が
、
消
防
庁

長
官
か
ら
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

　
千
代
さ
ん
は
、
昭
和
5⓽
年
1
月
に
長

万
部
町
消
防
団
員
を
拝
命
以
来
、
静
狩

分
団
班
長
、
部
長
を
歴
任
し
、
平
成
24

年
4
月
か
ら
静
狩
分
団
長
と
し
て
長
万

部
町
の
防
災
活
動
に
従
事
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
消
防
使
命
の
重
要
性
を
認
識
し
、
水

火
災
・
地
震
等
の
災
害
現
場
で
の
活
躍

は
も
と
よ
り
、
住
民
に
対
す
る
啓
発
活

動
や
防
火
査
察
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
本
町
の
消
防
団
活
動
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
表
彰

と
な
り
ま
し
た
。

千
代
政
志
静
狩
分
団
長
に

消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤
続
功
労
賞

千
代
政
志
静
狩
分
団
長
に

消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤
続
功
労
賞

　
３
月
10
日
、
第
叅0
回
目
と
な
る｢

蕨

岱
雪
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の

住
民
や
、
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
、飛
ば
し
た
長
靴
を
キ
ャ
ッ

チ
し
た
所
ま
で
の
距
離
を
競
う
競
技
な

ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
身
体
を
動
か
し
た
後
に
は
、
旧
蕨
岱

小
学
校
校
舎
内
で
餅
つ
き
を
し
、
き
な

こ
餅
や
お
汁
粉
に
し
て
美
味
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

つ
き
た
て
お
餅
お
い
し
い
よ
！

第
叅₀
回
蕨
岱
雪
ま
つ
り

3/10
つ
き
た
て
お
餅
お
い
し
い
よ
！

第
叅₀
回
蕨
岱
雪
ま
つ
り

　
３
月
11
日
、
長
万
部
サ
ッ
カ
ー
協
会

が
主
催
す
る
第
21
回
長
万
部
近
隣
町

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
長
万
部
町
か
ら
も

２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
激
し
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、長
万
部
町
、

今
金
町
、
黒
松
内
町
、
ニ
セ
コ
町
の
４

チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、
優
勝
が｢

Ｋ
Ｇ
ニ

セ
コ
」、
準
優
勝
が｢

今
金
Ｆ
Ｃ｣

、
長

万
部
町
の
チ
ー
ム｢

長
万
部
Ｆ
Ｃ
Ａ｣

は
惜
し
く
も
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
を
狙
え
！

長
万
部
近
隣
町
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

3/11
ゴ
ー
ル
を
狙
え
！

長
万
部
近
隣
町
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
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平成30年度
町政執行方針
平成30年度
町政執行方針

平
成
三
十
年
第
一
回
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
町
政
執
行
に
対
す
る
所
信
と

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
町
長
の
重
責
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
以
来
、
今
日
ま
で

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い

う
信
念
の
も
と
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
夢
と
希
望

を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

解
決
す
べ
き
諸
課
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
議
員
各
位
を
は
じ
め

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
で
は
、
自
由
民
主
党
・
公
明
党

の
連
立
政
権
が
過
半
数
を
獲
得

し
、
第
四
次
安
倍
内
閣
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
地
方

創
生
、
国
土
強
靱
化
、
女
性
の
活

躍
、
働
き
方
改
革
、
子
育
て
・
介

護
環
境
整
備
等
の
課
題
が
山
積
す

る
中
、
真
に
国
民
の
た
め
の
政
権

平

運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
将
来
の
北
海
道
新

幹
線
長
万
部
駅
開
業
を
見
据
え
な

が
ら
、
本
町
が
誇
り
と
希
望
の
持

て
る
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
未
来
に

向
か
い
永
続
的
に
発
展
で
き
る
よ

う
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
英
知
を

結
集
し
、
各
種
施
策
の
実
現
に
全

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

思
い
を
大
切
に
町
政
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
を
は

じ
め
町
民
の
み
な
さ
ん
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
町
政
執
行
の
主
要

施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

防
災
関
係
で
は
、
平
成
二
十
九

年
度
よ
り
進
め
て
お
り
ま
す
防
災

行
政
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
度

に
お
い
て
電
波
伝
搬
調
査
の
実
施

等
に
よ
り
最
終
的
な
導
入
方
式
を

決
定
し
、
実
施
設
計
へ
と
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、

災
害
時
に
使
用
す
る
毛
布
や
敷
き

マ
ッ
ト
等
の
計
画
的
な
整
備
、
各

種
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
や

災
害
パ
ネ
ル
展
等
を
開
催
し
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
で
は
、
長
万
部

町
交
通
安
全
指
導
員
協
議
会
を
中

心
に
、
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携

し
、
旗
の
波
運
動
や
街
頭
指
導
を

実
施
し
な
が
ら
、
交
通
弱
者
で
あ

る
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
や
児

童
生
徒
の
交
通
安
全
の
確
保
を
重

点
と
し
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交
通

事
故
の
減
少
と
死
亡
事
故
の
撲
滅

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
四
月
九
日
夜
、
全
国
各

地
か
ら
長
万
部
町
に
東
京
理
科
大

学
基
礎
工
学
部
三
十
二
期
生
が
入

学
さ
れ
ま
す
。
理
科
大
生
歓
迎
の

フ
ラ
ッ
グ
を
商
店
街
や
温
泉
街
、

理
科
大
ま
で
の
通
り
な
ど
に
掲
げ

る
な
ど
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
温
か
い
気
持
ち
で
迎
え

て
あ
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
理
科
大
と
の
連
携
に
よ

る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
旧
デ
ッ
カ
跡
地
の
植

物
工
場
で
栽
培
を
開
始
し
て
い
る

高
糖
度
ト
マ
ト
は
、
三
月
中
に
は

初
収
穫
・
初
出
荷
で
き
る
見
通
し

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
で
は
、
植
物
工
場
設
備

の
拡
充
と
併
せ
、
雇
用
の
確
保
と

高
効
率
生
産
な
ど
の
研
究
を
行
う

と
と
も
に
、
コ
ス
ト
面
で
経
営
の

安
定
化
を
担
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
分
野
で
は
、
温
泉
排
湯
の

熱
利
用
や
太
陽
光
発
電
の
実
現
に

向
け
て
の
研
究
・
検
討
な
ど
も

行
っ
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
伴
う
、

生
産
物
の
売
上
拡
大
を
図
る
た
め

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、

生
産
効
率
の
向
上
と
出
荷
量
増
加

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
導
入
研
究
や
、

大
学
と
の
共
同
研
究
な
ど
の
ソ
フ

ト
事
業
の
実
施
に
対
し
て
は
、
長

万
部
町
地
方
創
生
総
合
戦
略
で
の

重
点
事
業
と
し
て
、
国
の
地
方
創

生
推
進
交
付
金
事
業
と
し
て
実
施

計
画
を
一
月
に
申
請
し
て
お
り
、

採
択
を
目
指
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
将
来
の
自
立
経
営
に
向
け
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
月
現
在
、
町
内
で
は
二
本
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、

防
災
関
係
及
び

交
通
安
全
対
策

東
京
理
科
大
学
関
係

北
海
道
新
幹
線
関
係
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立
岩
ト
ン
ネ
ル
の
ル
コ
ツ
工
区
で

は
、
本
坑
へ
到
達
す
る
た
め
の
横

坑
の
掘
削
が
行
わ
れ
、
内
浦
ト
ン

ネ
ル
の
静
狩
工
区
で
も
、
新
年
度

に
掘
削
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　

四
月
以
降
、
立
岩
ト
ン
ネ
ル
の

豊
津
工
区
が
発
注
さ
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
ト
ン
ネ
ル
に
つ
き

ま
し
て
も
、
順
次
発
注
さ
れ
る
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
明
か
り
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
幹
線
と
交
差
す
る
道
路
や
河
川

な
ど
の
付
け
替
え
協
議
が
行
わ
れ

て
お
り
、
今
後
、
さ
ら
に
協
議
が

本
格
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
新
幹
線
工
事
に
伴
い
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
最
大
限
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
事
業
が
円
滑
に
推
進

で
き
る
よ
う
、
建
設
主
体
で
あ
る

鉄
道
・
運
輸
機
構
と
の
連
携
を
密

に
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
幹
線
開
業
を
見
据
え

た
取
組
と
い
た
し
ま
し
て
、
官
民

が
一
体
と
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
の
、
長
万
部

ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
本
年
三
月
に
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
交
通
ア
ク
セ

ス
分
野
、
ま
ち
な
み
形
成
分
野
、

観
光
振
興
分
野
の
三
つ
の
分
野
ご

と
に
、
長
万
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
で
の
議
論
を
踏
ま
え
た
方
向

性
を
示
す
と
と
も
に
、
開
業
ま
で

の
年
度
別
取
組
な
ど
が
提
案
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
沿
い

な
が
ら
、
駅
周
辺
整
備
に
係
る
関

係
機
関
と
の
協
議
を
行
う
な
ど
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
都
市
計
画
法
の
規

定
に
よ
り
、
長
万
部
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
骨
格
を
定
め
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成
十
六
年

度
か
ら
平
成
三
十
六
年
度
ま
で
の

二
十
年
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、
平

成
二
十
四
年
六
月
の
北
海
道
新
幹

線
認
可
・
着
工
、
平
成
二
十
九
年

六
月
の
長
万
部
駅
高
架
化
決
定
な

ど
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
駅
周

辺
整
備
な
ど
密
接
に
関
連
す
る
長

万
部
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
と
の
整
合
を
図
る
と
と
も
に
、

都
市
機
能
の
集
積
と
居
住
を
誘
導

す
る
区
域
を
定
め
る
、
立
地
適
正

化
計
画
の
策
定
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

を
決
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
三
月
に
制
定
し
た
平
成
三

十
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま

で
の
三
年
間
を
計
画
期
間
と
し

て
、「
共
に
支
え
合
い
、
長
寿
で

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
と
し
た
、
第
七
期
長
万
部
町
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
き
「
高
齢
者
の

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
」「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
」

「
多
様
な
暮
ら
し
を
支
え
合
う
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
の
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
努
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
を

は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
等
と
の

連
携
の
も
と
に
、
相
談
や
見
守
り

体
制
等
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

体
制
整
備
、
医
療
・
介
護
連
携
の

推
進
、
認
知
症
の
総
合
的
な
対
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
体
制
の
充
実
を
図
り
、
相

談
受
付
、生
活
支
援
な
ど
の
ほ
か
、

在
宅
で
の
生
活
を
支
え
る
介
護
予

防
事
業
等
を
推
進
し
な
が
ら
、
介

護
保
険
事
業
の
安
定
と
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が

そ
の
能
力
や
経
験
を
生
か
し
積
極

的
に
社
会
参
加
が
で
き
る
場
づ
く

り
と
し
て
、
地
域
敬
老
会
へ
の
補

助
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
、
福
祉
バ

ス
の
運
行
な
ど
今
年
度
も
継
続
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に

伴
い
、
本
定
例
会
に
関
係
条
例
の

制
定
及
び
一
部
改
正
を
提
案
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
三
月
に
制
定
し
た
平
成
三

十
年
度
か
ら
平
成
三
十
五
年
度
ま

で
の
六
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た

第
三
次
長
万
部
町
障
が
い
者
基
本

計
画
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
平
成

三
十
二
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

し
た
第
五
期
長
万
部
町
障
が
い
福

祉
計
画
（
第
一
期
長
万
部
町
障
が

い
児
福
祉
計
画
）
を
基
に
「
障
が

い
者
だ
れ
も
が
自
立
し
、
安
心
し

て
暮
ら
し
支
え
合
う
町
」
を
目
指

し
、「
障
が
い
者
等
の
自
己
決
定

と
自
己
選
択
の
尊
重
」「
地
域
生

活
へ
の
移
行
や
就
労
支
援
等
の
課

題
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
の
整
備
」「
障
が
い
児
支
援
体

制
整
備
」
を
目
標
に
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
に
対
す
る
理
解
促
進
を

図
り
相
談
支
援
体
制
や
情
報
提
供

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
個
々
に

応
じ
た
的
確
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
在
住
す
る
障
が

い
の
あ
る
方
の
集
ま
れ
る
場
所
と

し
て
、
ま
た
軽
作
業
を
行
う
こ
と

で
生
き
が
い
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
場
所
と
し
て
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
三
月
に
策
定
し
た
平
成
三

十
年
度
か
ら
平
成
三
十
九
年
度
ま

で
の
十
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て

町
民
の
「
健
康
寿
命
の
延
伸
と
健

や
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
」
を

基
本
理
念
と
し
た
長
万
部
町
健
康

づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、「
健
や

か
に
産
み
育
て
る
」「
生
活
習
慣

病
の
予
防
と
悪
化
の
防
止
」「
こ

こ
ろ
の
健
康
保
持
」
を
目
標
に
家

庭
や
教
育
関
係
機
関
、
商
工
・
農

業
・
漁
業
団
体
、
町
内
会
等
と
連

携
し
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
の
健
康
で
は
、
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
時
や
乳
幼
児
の
健
診

な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
個
別
相
談

や
育
児
相
談
を
継
続
し
て
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
対
策
及
び

介
護
保
険
事
業

長
万
部
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

障
が
い
者
福
祉
関
係

町
民
の
健
康
増
進
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食
育
に
つ
い
て
は
、
幼
少
期
か

ら
食
へ
の
関
心
を
持
ち
、
栄
養
や

食
の
安
全
へ
の
理
解
を
深
め
、
健

康
的
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
よ

う
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
悪
化
の

防
止
で
は
、
少
年
期
か
ら
の
知
識

の
普
及
や
良
い
生
活
習
慣
に
つ
い

て
の
周
知
、
健
診
の
重
要
性
に
つ

い
て
啓
蒙
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
健
診
の
受
診
率
向
上

に
向
け
検
診
料
金
の
一
部
助
成
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
保
持
で
は
、
個

別
の
健
康
相
談
体
制
の
充
実
を
図

り
、
面
談
や
電
話
に
よ
る
相
談
事

業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
立
保
育
所
で
は
、
職
員
体
制

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護

者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
や
保
育
環
境
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
内
に
設
置
し
て

い
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

み
ん
な
の
広
場
や
遊
び
の
広
場
な

ど
親
子
遊
び
の
場
の
提
供
、
子
育

て
相
談
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
応

援
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
拡
大
し
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
町
内
の
保
育
所
、
幼

稚
園
に
二
人
以
上
で
入
所
の
就
学

前
第
二
子
以
降
の
児
童
の
無
料
化

は
、
平
成
三
十
年
度
も
実
施
し
子

育
て
支
援
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
学
童
保
育
を
民
間

事
業
者
に
委
託
し
、
昼
間
、
留
守

家
庭
の
児
童
の
放
課
後
等
に
適
切

な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、

児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
、
平
成
三
十
年
度

も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
民
間
の
保
育
園
に
対
し
、
経

営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
平
成

三
十
年
度
も
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

な
お
、
町
内
に
あ
る
民
間
の
幼

稚
園
が
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
施
設
型
幼
稚
園
に
移
行

す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
定
例
会
に

関
係
条
例
の
制
定
を
提
案
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

町
内
に
あ
る
地
域
会
館
の
中

で
、
最
も
古
く
老
朽
化
も
著
し
い

国
縫
振
興
会
館
建
替
を
地
元
自
治

会
と
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

昨
年
、
建
替
に
係
る
調
査
及
び

設
計
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
平

成
三
十
年
度
の
早
い
時
期
に
旧
国

縫
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
を

利
用
し
て
建
替
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
老
朽
化
し
た
国
縫
消
防

団
機
械
器
具
置
場
も
併
設
整
備
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

		

ま
た
、
南
栄
町
老
人
憩
の
家
に

雨
漏
り
等
が
発
生
し
て
お
り
、
会

館
使
用
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り

ま
す
の
で
屋
根
修
繕
工
事
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
国
民
健
康
保
険
財
政
運

営
体
制
に
つ
い
て
は
、
法
律
改
正

に
よ
り
平
成
三
十
年
度
か
ら
運
営

主
体
が
北
海
道
と
な
り
ま
す
。

　

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

納
付
金
制
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、

医
療
給
付
費
等
の
財
源
が
安
定
す

る
と
と
も
に
、
道
内
で
あ
れ
ば
被

保
険
者
が
他
市
町
村
に
転
出
入
し

た
場
合
で
も
、
高
額
療
養
費
の
該

当
情
報
等
が
引
き
継
が
れ
、
被
保

険
者
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
今
後
は
北
海
道
医

療
の
レ
セ
プ
ト
が
併
合
化
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
各
種
医
療
費
支
給
申

請
等
の
手
続
簡
素
化
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
シ
ス
テ
ム
等
を

活
用
し
た
事
務
事
業
の
統
一
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
環

境
問
題
対
策
へ
の
取
組
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
、
意
識
を
持
っ
て

環
境
負
荷
の
少
な
い
生
活
様
式
へ

と
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、

分
け
れ
ば
資
源
」の
言
葉
ど
お
り
、

自
然
に
優
し
い
循
環
型
の
地
域
社

会
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
ゴ
ミ

減
量
化
の
一
環
と
し
て
、
生
ご
み

堆
肥
化
容
器
購
入
補
助
や
廃
食
用

油
、
小
型
家
電
、
衣
類
等
の
無
料

回
収
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
低
炭
素
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
の
節
電
対
策
を
強
化

す
る
た
め
、
各
団
体
が
管
理
し
て

い
る
街
路
灯
の
電
気
料
金
補
助
及

び
設
置
改
良
補
助
を
継
続
い
た
し

ま
す
の
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

補
助
制
度
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
交
換
の
推
進

と
維
持
管
理
負
担
軽
減
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

		
ま
た
、
改
修
工
事
の
た
め
休
止

し
て
お
り
ま
し
た
葬
斎
場
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
九

年
度
末
に
竣
工
し
、「
火
入
れ
式
」

「
町
民
向
け
見
学
会
」
等
を
実
施

し
た
後
、
新
年
度
か
ら
再
開
い
た

し
ま
す
。

　

酪
農
経
営
の
安
定
的
発
展
を
図

る
た
め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組

合
や
乳
牛
検
定
組
合
等
に
対
す
る

助
成
を
行
い
、
町
営
に
よ
る
公
共

牧
場
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

肉
用
牛
は
、
町
有
貸
付
牛
の
貸

付
け
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

農
業
共
済
組
合
や
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、
生
産
者

の
技
術
支
援
や
巡
回
指
導
等
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
等
の
ま
ん

延
防
止
を
図
る
た
め
、
地
域
衛
生

管
理
体
制
整
備
事
業
を
実
施
し
、

地
域
の
家
畜
衛
生
体
制
整
備
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
営
農
道
整
備
事
業
は
、
静
狩

地
区
道
営
農
道
整
備
事
業
と
し

て
、
横
断
管
の
改
修
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

道
営
草
地
整
備
事
業
は
、
平
成

三
十
年
度
か
ら
平
成
三
十
四
年
度

ま
で
の
五
年
間
で
公
共
牧
場
を
含

め
、
草
地
整
備
改
良
二
一
四
・
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
暗
渠
排
水
三
〇
・
七

国
民
健
康
保
険
関
係

地
域
会
館
関
係

児
童
福
祉
関
係

生
活
環
境
関
係

農

業

振

興
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ヘ
ク
タ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

各
地
区
の
農
地
及
び
営
農
用
水

施
設
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
を
実
施
し
、
保
全
活
動
の
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
対
策
と
し
て
は
、

東
京
都
や
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る

就
農
フ
ェ
ア
に
長
万
部
町
の
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ
や
就

農
へ
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
有
林
保
育
事
業
で
は
、
豊

津
・
共
立
・
静
狩
地
区
町
有
林
の

多
面
的
な
機
能
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
る
た
め
、
地
拵
・
植
栽
、
下

刈
、
除
間
伐
事
業
な
ど
の
一
体
的

な
整
備
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

民
有
林
保
育
事
業
で
は
、
未
来

に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事
業
に

よ
る
造
林
奨
励
事
業
補
助
を
行
う

と
と
も
に
、
町
単
独
事
業
と
し
て

民
有
林
造
林
推
進
下
刈
奨
励
事
業

に
よ
る
下
刈
事
業
補
助
を
行
い
、

林
業
振
興
と
森
林
機
能
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

豊
津
・
国
縫
各
地
区
の
分
収
造

林
契
約
地
は
、
下
刈
や
風
倒
木
整

理
後
の
地
拵
・
植
栽
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
営
事
業
は
、
豊
津
地
区
の
町

有
林
及
び
民
有
林
事
業
推
進
の
た

め
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
基
幹
林
道
豊
津
黒
岩
線
整

備
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
ヒ
グ
マ

や
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
の
被

害
が
多
数
発
生
し
て
お
り
、
農
家

牛
舎
や
畑
付
近
へ
の
出
没
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
長
万
部
町
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
協
議
会
を
中
心
に
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
効

果
的
な
被
害
防
止
対
策
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
三
十
年
度
か
ら

は
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
活
動
に
従

事
す
る
狩
猟
者
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
た
に
狩
猟
者
を
確

保
す
る
た
め
に
狩
猟
免
許
取
得
や

猟
銃
等
の
購
入
に
係
る
経
費
に
つ

い
て
、
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
平
成
二
十
九
年
に
お
け

る
ホ
タ
テ
貝
養
殖
漁
業
の
漁
獲
量

及
び
漁
獲
金
額
は
、
漁
獲
量
七
千

三
百
八
十
七
ト
ン
、
漁
獲
金
額
で

は
二
十
九
億
五
千
四
百
九
十
七
万

円
と
な
り
、
前
年
と
比
較
し
、
漁

獲
量
で
三
十
八
・
八
％
の
減
と
な

り
、漁
獲
金
額
で
は
三
十
三
・
二
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
要
因
と
し
て
は
、
記
録
的

な
弊
死
な
ど
の
成
育
不
良
に
加

え
、
昨
年
九
月
に
襲
来
し
た
台
風

の
影
響
に
よ
り
、
養
殖
施
設
か
ら

ホ
タ
テ
貝
が
脱
落
し
た
こ
と
な
ど

が
減
産
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ホ
タ
テ
の
生
育
状
況
は
、
本
年

二
月
に
渡
島
北
部
地
区
水
産
技
術

普
及
指
導
所
が
調
査
し
た
結
果
、

成
貝
及
び
稚
貝
に
は
現
在
の
と
こ

ろ
、
多
少
変
形
等
に
よ
る
外
部
異

常
や
内
部
異
常
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
各
関
係
機

関
と
連
携
し
、
注
意
深
く
生
育
調

査
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
業
振
興
で
は
、
漁
業
近
代
化

資
金
借
入
金
に
対
す
る
利
子
助
成

や
漁
港
街
路
灯
電
気
料
の
補
助
を

行
い
、
漁
家
経
営
の
安
定
化
と
健

全
な
育
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

業
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体
と
な

り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
長
万
部

漁
港
及
び
国
縫
漁
港
の
機
能
保
全

調
査
設
計
や
静
狩
漁
港
及
び
長
万

部
漁
港
の
漂
砂
対
策
と
し
て
、
防

砂
堤
の
新
設
工
事
を
行
う
こ
と
が

決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
く
北
海
道
が
事
業
主
体
と
な

り
、
漁
村
再
生
交
付
金
事
業
の
採

択
を
受
け
、
国
縫
漁
港
内
用
地
整

備
及
び
船
揚
場
改
良
工
事
調
査
設

計
も
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
よ
る
地
域
経
済
の

縮
小
が
続
く
中
、
本
町
の
商
工
業

の
振
興
を
図
る
た
め
、
商
工
会
へ

の
運
営
費
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
と
連
携
し
、
中

小
企
業
の
育
成
と
経
営
安
定
の
た

め
中
小
企
業
融
資
資
金
の
貸
付
け

を
行
い
、
利
子
補
給
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
あ
つ
ま

ん
べ
は
、
町
内
の
団
体
主
催
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
会
議
、
東
京

理
科
大
学
に
も
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
、
木
育
コ
ー
ナ
ー
も
親
子
の

憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
積
極
的
に
活
用
い
た
だ

き
住
民
の
交
流
拠
点
と
な
り
、
地

域
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
利
用
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
・
観
光
の
活
性
化
の
一
環

で
あ
り
ま
す
合
宿
誘
致
事
業
や
ク

ラ
ス
会
実
施
補
助
事
業
に
は
、
平

成
三
十
年
度
も
引
き
続
き
助
成
を

行
い
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強

め
、
一
層
の
誘
致
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
で
は
、
Ｊ
Ｒ
長
万
部

漁

業

振

興

林

業

振

興

商
工
・
観
光
振
興
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駅
舎
内
に
設
置
さ
れ
た
長
万
部
観

光
協
会
に
よ
る
観
光
案
内
所
は
、

本
町
の
観
光
案
内
は
も
と
よ
り
名

産
品
販
売
所
と
し
て
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
国
内
を
は
じ
め

外
国
人
観
光
客
や
町
民
の
方
に
利

用
さ
れ
て
お
り
、
地
域
経
済
へ
の

寄
与
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
は
、
ポ
ス
タ
ー

新
規
作
成
事
業
に
助
成
を
行
い
、

長
万
部
町
の
認
知
度
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
大
き
な
観
光
資

源
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
長
万
部
温

泉
の
温
泉
井
維
持
管
理
事
業
に
助

成
し
、
温
泉
施
設
の
安
全
と
安
定

供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

		

さ
ら
に
、
本
町
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
ま
す
、
お
し
ゃ
ま
ん
べ

毛
が
に
ま
つ
り
に
助
成
し
、
地
域

特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行

い
、
町
内
外
の
各
団
体
と
の
連
携

を
強
め
、地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
さ

ら
な
る
観
光
振
興
・
地
域
振
興
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
雇
用
情
勢
は
改
善
を

続
け
て
い
る
も
の
の
、
北
海
道
は

他
地
域
と
の
比
較
で
は
回
復
の
遅

れ
が
指
摘
さ
れ
、
未
だ
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
良
質
で
安
定

的
な
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
、
渡

島
檜
山
北
部
通
年
雇
用
促
進
支
援

協
議
会
等
関
係
機
関
と
連
絡
を
密

に
し
、
求
人
情
報
や
各
種
事
業
等

の
周
知
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国

や
道
と
連
携
し
て
雇
用
の
確
保
を

積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
消
費
生
活
相
談
の
多
様

化
に
伴
い
、
平
成
二
十
四
年
度
か

ら
渡
島
管
内
の
全
て
の
市
町
と
協

力
し
て
、
よ
り
高
度
な
対
応
が
で

き
る
「
函
館
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
へ
の
相
談
引
継
ぎ
体
制
を

整
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
で
も
引
き
続
き
、

消
費
生
活
相
談
員
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
地
方
消
費
者
行
政
活
性

化
事
業
基
金
等
を
活
用
し
て
整
備

し
た
消
費
生
活
相
談
体
制
の
充
実

な
ど
、
消
費
者
行
政
の
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
木
事
業
で
は
、
長
万
部
町
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ

き
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
活
用
し
て
、
長
万
部
中
央

跨
線
橋
修
繕
調
査
設
計
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

単
独
事
業
で
は
、
本
町
の
旧
ま

る
た
け
食
堂
跡
地
横
か
ら
ツ
ル
ハ

ド
ラ
ッ
グ
横
ま
で
の
町
道
本
町
一

号
線
の
拡
幅
改
良
工
事
を
実
施

し
、
そ
れ
に
伴
い
事
業
損
失
の
発

生
を
防
止
す
る
調
査
を
、
沿
線
の

対
象
家
屋
等
に
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
道
の
舗
装
補
修

工
事
や
側
溝
取
替
工
事･

下
水
路

清
掃
・
河
川
の
土
砂
除
去
な
ど
、

計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
事
業
で
は
、
長
万
部
公
園

の
バ
ン
ガ
ロ
ー
駐
車
場
拡
張
工
事

及
び
ふ
れ
あ
い
公
園
高
圧
開
閉
器

の
取
替
工
事
を
単
独
事
業
で
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
事
業
で
は
、
中
部
団

地
安
全
柵
修
理
工
事
及
び
夜
間
停

電
時
に
お
け
る
入
居
者
避
難
時
の

安
全
確
保
の
た
め
、
共
用
階
段
に

設
置
し
て
い
る
非
常
照
明
用
器
具

の
交
換
工
事
を
計
画
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
利
用
状
況
は
、

平
成
三
十
年
一
月
末
現
在
、
供
用

開
始
区
域
内
人
口
三
千
九
百
九
十

一
人
に
対
し
、
下
水
道
接
続
人
口

は
二
千
九
百
三
十
七
人
で
、
水
洗

化
率
七
十
三
・
六
％
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
に
向
け
、
水
洗
化
の
普
及
促

進
に
努
め
、
自
主
財
源
の
適
正
な

確
保
と
経
営
の
効
率
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
の
主
な
事
業
と

し
て
、
汚
水
処
理
施
設
共
同
整
備

事
業
の
建
設
工
事
を
平
成
三
十
一

年
度
ま
で
の
二
か
年
事
業
と
し
て

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
経
営
状
況

は
、
ガ
ス
販
売
量
は
一
月
末
現
在

で
前
年
度
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す

が
、
設
備
修
繕
費
等
の
増
加
に
よ

り
、
単
年
度
収
支
で
赤
字
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
の
主
な
事
業
と

し
て
、
経
年
管
対
策
事
業
で
あ
る

ガ
ス
本
支
管
改
良
工
事
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

建

設

関

係

消
費
生
活
相
談
関
係

労

政

関

係

公
共
下
水
道
事
業

ガ

ス

事

業
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収
益
は
、
ガ
ス
売
上
の
増
加
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
減
価
償

却
費
等
の
増
加
に
よ
り
、
単
年
度

収
支
で
赤
字
の
見
込
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ガ
ス
料
金
は
、
主
原
料
の
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
輸
入
価
格
の
変
動
に
よ

り
、
平
均
原
料
価
格
が
ガ
ス
供
給

条
例
で
定
め
て
い
る
基
準
平
均
原

料
価
格
と
比
較
し
、
変
動
が
あ
っ

た
場
合
に
、
料
金
の
単
位
料
金
単

価
を
調
整
す
る
原
料
費
調
整
制
度

が
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
平
成
三
十

年
度
も
引
き
続
き
、
毎
月
の
料
金

を
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ガ
ス
事
業
は
、
今
後
も
厳
し
い

経
営
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
保

安
の
確
保
と
安
全
性
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
健
全
な
経
営
を

図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
は
、
給
水
件

数
、
給
水
量
と
も
に
一
月
末
現
在

で
、
前
年
度
よ
り
下
回
り
ま
し
た

が
、
経
費
の
節
減
に
よ
り
、
単
年

度
収
支
で
黒
字
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
の
主
な
事
業
と

し
て
、
水
道
管
移
設
工
事
の
費
用

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

収
益
は
、
給
水
収
益
の
減
少
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
経
費
の

減
少
に
よ
り
、
単
年
度
収
支
で
黒

字
の
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
今
後
と
も
経
費

の
節
減
を
図
り
効
率
的
な
事
業
運

営
を
実
施
し
、
安
全
な
水
の
安
定

供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
支
え

る
町
内
唯
一
の
病
院
と
し
て
、
ま

た
、
救
急
告
示
病
院
と
し
て
、
そ

の
機
能
・
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

診
療
体
制
は
、
現
在
、
内
科
医

師
二
名
、
外
科
医
師
一
名
の
常
勤

医
師
三
名
に
よ
る
診
療
と
、
毎
週

火
曜
・
金
曜
日
に
北
大
小
児
科
か

ら
医
師
派
遣
を
い
た
だ
き
小
児
科

診
療
、
お
よ
び
函
館
の
民
間
病
院

に
よ
る
月
一
回
の
眼
科
診
療
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

土
曜
・
日
曜
日
の
救
急
医
療
に

つ
き
ま
し
て
は
、
北
大
病
院
か
ら

医
師
の
派
遣
を
い
た
だ
き
診
療
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
化
の
進
展
や
多
様
化
す

る
診
療
需
要
等
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
病
院
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
よ
り
一
層

の
医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
将
来
的
な
経
営
形
態
や
機

能
形
態
を
考
え
る
協
議
会
を
設
置

し
町
民
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
体
制
の
維
持
強
化
に

努
め
、
訪
問
診
療
や
健
康
診
断
・

各
種
検
診
及
び
予
防
接
種
等
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ

し
た
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
複
雑
多
様
化
、
大
規
模

化
す
る
火
災
や
災
害
に
対
応
す
る

万
全
な
消
防
力
を
確
立
す
る
た

め
、
大
型
水
槽
付
消
防
車
を
用
い

た
新
消
火
態
勢
に
お
け
る
組
織
の

強
化
や
消
防
施
設
・
水
利
の
整
備

に
努
め
、
住
民
誰
も
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、
重
大

な
違
反
対
象
物
に
係
る
公
表
制
度

の
実
施
に
向
け
、
防
火
対
象
物
の

立
入
検
査
を
徹
底
し
違
反
是
正
を

促
す
と
と
も
に
、
避
難
訓
練
や
防

火
指
導
に
よ
り
予
防
意
識
の
向
上

を
図
り
、
火
災
に
よ
る
被
災
者
の

抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
宿
や
寄
宿
舎
な
ど
に

居
住
す
る
要
配
慮
者
の
被
災
を
防

ぐ
た
め
、
特
別
査
察
や
防
火
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
適
正
設
置
や
早
期
更
新

の
普
及
啓
発
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
医
療
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
迅
速
な
救

急
搬
送
態
勢
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
救
急
救
命
士
を
医
療
研
修
機

関
に
派
遣
し
高
度
な
知
識
技
術
を

修
得
さ
せ
る
な
ど
、
救
急
隊
員
の

資
質
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
基
本
団

員
に
安
全
靴
を
配
備
す
る
な
ど
、

国
が
定
め
る
装
備
基
準
に
基
づ
き

消
防
団
の
装
備
資
機
材
を
計
画
的

に
整
備
し
、
団
員
の
安
全
確
保
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
町
政
執
行
の
概
要
に
つ

い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
日
々

の
変
化
を
鋭
敏
に
感
じ
取
り
、
町

民
の
み
な
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
共
に
汗
を
流
し
地
域
づ

く
り
に
邁
進
す
る
決
意
で
あ
り
ま

す
。

　

町
議
会
並
び
に
町
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

消

防

関

係

町
立
病
院
事
業

水

道

事

業

　春は空気が乾燥し、風が強く吹くなど小さな火元から火災になることが多い
季節です。
　特に、子どもの火遊び・煙草の投げ捨て・野焼きの拡大による火災が多いこ
とから、私たちの不注意や油断などにより発生する火災が多いと言えます。
　火災を出さない環境づくりと「火の用心」の心を忘れず、掛け替えのない命
や大切な財産を火災から守りましょう。また、火災予防期間中に消防職員と消
防団員が、住宅防火点検のため伺うことがありますので、ご協力ください。
《住宅用火災警報器について》
　ご自宅に設置されている住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や
電池切れなどで火災を感知しなくことがあるため、注意が必要です。寿命とさ
れている10年を目安に、本体ごと新しいものに交換しましょう。

【お問い合わせ先】
　長万部町消防　予防係　☎２－２０４９

『忘れてない？
　サイフにスマホに　火の確認』

４月20日～４月30日
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（有料広告）

平成30年度
教育行政執行方針

　平成30年第１回長万部町議会定例会の開会にあたり、長万部町
教育委員会が所管する教育行政の執行方針について、近藤英隆教育
長がその大綱を表明しました。

　

社
会
が
急
速
に
、
大
き
く
変
化

す
る
時
代
に
お
い
て
、
子
供
た
ち

に
は
、
ふ
る
さ
と
や
地
域
に
誇
り

を
持
ち
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
生
き
抜
く
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
・
地

域
・
家
庭
が
連
携
・
協
働
し
た
子

供
の
成
長
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
と
そ
の
活
用
を
重
要
な
課
題
と

捉
え
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の

両
面
か
ら
効
果
的
な
取
組
を
検
討

し
、
教
育
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成
三
十
年
度
の

主
な
施
策
等
に
つ
い
て
、
分
野
ご

と
に
申
し
上
げ
ま
す
。

【 

幼
・
小
・
中
・
高
・
大
学
連
携

に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実
】

　

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
あ
る
本

町
の
特
色
を
活
か
し
、
教
育
機
関

が
教
育
力
を
相
互
に
活
用
し
高
め

合
う
こ
と
を
目
指
し
て
、「
長
万

部
町
教
育
連
携
会
議
」等
を
通
じ
、

相
互
連
携
の
場
の
拡
充
や
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

【 

地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
た
取
組
】

　

学
校
教
育
活
動
で
の
地
域
教
育

力
の
活
用
に
つ
い
て
は
、「
す
べ

て
は
子
供
た
ち
の
た
め
に
」
と
い

う
思
い
を
共
有
し
て
、
学
校
と
地

域
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・

協
力
し
た
取
組
を
進
め
る
た
め
、

昨
年
「
学
校
運
営
協
議
会
制
度
」

を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。
児
童
生

徒
一
人
一
人
の
「
生
き
る
力
」
の

育
成
を
目
指
し
、
学
校
に
お
け
る

様
々
な
学
習
活
動
に
地
域
人
材
の

活
用
機
会
を
検
討
し
て
、「
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

【
学
力
・
体
力
向
上
等
へ
の
取
組
】

　

児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
の
確
実

な
定
着
を
目
指
し
、
家
庭
学
習
の

定
着
化
や
読
書
活
動
の
充
実
に
つ

い
て
、
保
護
者
へ
の
啓
発
を
進
め

ま
す
。

　

加
え
て
、
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
実
施
及
び
結
果
公
表
、

町
独
自
の
標
準
学
力
テ
ス
ト
の
実

施
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
習
得
度

等
の
把
握
に
努
め
、
学
校
の
内
外

で
学
力
の
向
上
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
で
の
道
徳
の
教

科
化
へ
の
対
応
、
外
国
語
教
育
活

動
の
充
実
、
郷
土
愛
を
深
め
る
教

育
活
動
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

体
力
向
上
に
関
し
て
は
、
全
国

体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等

調
査
の
実
施
及
び
結
果
公
表
と
と

も
に
、
児
童
生
徒
の
実
態
と
課
題

を
捉
え
、各
学
校
に
お
け
る
体
育
・

健
康
に
関
す
る
指
導
を
工
夫
・
改

善
し
て
参
り
ま
す
。

【
特
別
支
援
教
育
へ
の
取
組
】

　
「
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
」に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
配
置
す
る
と
と
も
に
、幼
稚
園
・

保
育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
が
連

携
す
る
長
万
部
町
教
育
支
援
委
員

会
議
等
を
通
じ
て
、
就
学
相
談
や

就
学
指
導
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

【 

い
じ
め
防
止
・
不
登
校
等
児
童

生
徒
へ
の
取
組
】

　

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
長
万
部
町
い
じ
め
防
止
条
例
」

に
基
づ
き
、
児
童
生
徒
一
人
一
人

の
心
に
「
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
行
為
」
と
い
う
意
識
が
醸

成
さ
れ
る
よ
う
、
学
校
、
教
育
関

係
機
関
と
連
携
し
た
取
組
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

不
登
校
等
児
童
生
徒
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
学
校
適
応
指
導
専

門
員
の
配
置
と
道
教
委
事
業
を
活

用
し
た
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
を
行
う
と
と
も
に
、「
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
問
題
未
然
防
止
事

業
」
の
活
用
に
よ
り
、
中
学
校
へ

の
加
配
教
員
の
配
置
、
中
学
校
教

員
に
よ
る
小
学
校
へ
の
「
乗
り
入

れ
授
業
」
等
を
実
施
し
て
、
中
学

校
で
の
勉
強
に
対
す
る
不
安
の
解

消
に
も
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
不
登
校
等
児
童
生
徒

情
報
交
換
会
議
」の
開
催
に
よ
り
、

支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
や
家
庭

内
で
の
状
況
等
を
学
校
、
教
育
関

係
機
関
、
関
係
部
署
が
情
報
共
有

は
　
じ
　
め
　
に

学
校
教
育
に
つ
い
て
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し
、
連
携
し
て
効
果
的
支
援
が
で

き
る
よ
う
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
学
校
施
設
の
維
持
・
管
理
】

　

学
校
施
設
の
維
持
・
管
理
に
つ

い
て
は
、随
時
、安
全
性
の
点
検
・

確
認
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
適

切
な
修
繕
・
更
新
等
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

【
高
等
学
校
支
援
】

　

長
万
部
高
等
学
校
に
つ
い
て

は
、
制
服
購
入
費
補
助
金
、
奨
学

金
制
度
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、
通

学
困
難
な
生
徒
・
保
護
者
に
対
し

て
は
、
通
学
費
補
助
金
と
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
弾
力
的
な
運
用
と
の
併

用
に
よ
り
、
継
続
支
援
し
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
設
立
さ
れ
ま
し

た
「
長
万
部
高
校
の
教
育
を
地
域

と
と
も
に
考
え
る
会
」
へ
の
補
助

金
交
付
や
、
効
果
的
な
支
援
策
の

検
討
・
協
議
と
そ
の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
食
育
事
業
の
推
進
】

　

学
校
給
食
は
、「
生
き
た
教
材
」

と
し
て
、
子
供
た
ち
の
食
育
に
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
食
育
推

進
は
、栄
養
教
諭
が
中
核
と
な
り
、

各
学
校
ご
と
に
策
定
さ
れ
た
食
育

計
画
に
基
づ
き
、
地
元
食
材
を
取

り
入
れ
な
が
ら
実
践
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
食
育
の
実
現
に
は
、
学

校･

家
庭
・
地
域
の
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
食
育
通
信
や
学

校
で
の
試
食
会
な
ど
に
よ
り
、
保

護
者
等
へ
の
広
報･

啓
発
活
動
を

継
続
的
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

【
安
全
・
安
心
な
給
食
提
供
】

　
「
安
全･

安
心
で
お
い
し
い
給

食
」
を
実
践
す
る
た
め
に
、
提
供

メ
ニ
ュ
ー
の
改
善･

工
夫
に
努
め

る
と
と
も
に
、「
学
校
給
食
施
設

の
衛
生
管
理
基
準
」
に
基
づ
く
調

理
作
業
の
実
践
、
食
材
調
達
に
お

け
る
産
地
、鮮
度
確
認
の
厳
格
化
、

加
え
て
老
朽
化
し
た
施
設
及
び
機

械
設
備
の
更
新
や
補
修
等
を
実
施

し
、
調
理
環
境
の
整
備
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

【
給
食
業
務
の
運
営
】

　

給
食
業
務
の
運
営
は
、
食
材
の

原
材
料
高
騰
な
ど
か
ら
、
大
変
厳

し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
原
材
料
価
格
の
動
向
を
見
極

め
、
給
食
の
質
を
維
持
す
る
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
。

【 

給
食
費
の
未
納
・
滞
納
解
消
へ

の
取
組
】

　

給
食
費
の
未
納
・
滞
納
解
消
に

つ
い
て
は
、
未
納
者
へ
の
通
知
や

訪
問
、
電
話
等
に
よ
る
督
促
の
ほ

か
、
児
童
手
当
か
ら
の
特
別
徴
収

も
実
施
し
て
お
り
、
長
万
部
町
債

権
管
理
委
員
会
と
連
携
し
、
一
層

の
滞
納
解
消
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

【
生
涯
学
習
推
進
の
取
組
】

　

町
民
の
生
涯
学
習
推
進
に
つ
い

て
は
、
人
づ
く
り
や
町
づ
く
り
を

目
指
し
た
社
会
教
育
活
動
の
発
展

に
向
け
、「
第
三
次
長
万
部
町
生

涯
学
習
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

社
会
教
育
委
員
や
社
会
教
育
関
係

団
体
等
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

世
代
に
応
じ
た
学
習
活
動
と
体
験

活
動
の
充
実
を
図
り
、
町
民
の
地

域
活
動
や
自
発
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
結
成

な
ど
へ
の
支
援
や
、学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
た
青
少
年
の
健
全

育
成
活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

【
文
化
活
動
振
興
の
取
組
】

　

今
年
は
「
北
海
道
」
と
命
名
さ

れ
て
か
ら
一
五
〇
年
目
と
な
る
節

目
の
年
で
あ
り
、
北
海
道
で
様
々

な
事
業
を
展
開
す
る
機
運
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
長
万
部
町
も
歴
史
・

文
化
・
自
然
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
生
涯
学
習
事
業
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
心
豊
か
で
潤
い

の
あ
る
人
生
を
支
援
す
る
た
め
、

文
化
団
体
と
連
携
し
、
学
習
文
化

セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
を
活
用
し

た
優
れ
た
舞
台
芸
術
鑑
賞
の
機
会

提
供
や
、
児
童
の
豊
か
な
情
操
を

育
む
た
め
、
よ
り
親
し
み
や
す
い

図
書
館
を
目
指
し
、「
図
書
館
ま

つ
り
」
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

【 

文
化
財
保
護
・
保
存
・
活
用
の

取
組
】

　

国
指
定
史
跡
「
東
蝦
夷
地
南
部

藩
陣
屋
跡
ヲ
シ
ャ
マ
ン
ベ
陣
屋

跡
」、
道
指
定
天
然
記
念
物
「
二

股
温
泉
の
石
灰
華
」、
静
狩
湿
原

な
ど
を
定
期
的
に
巡
視
し
、保
護
・

保
存
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
将
来
の
新
幹
線
札
幌
延
伸
工

事
等
に
伴
う
道
教
委
の
埋
蔵
文
化

財
調
査
に
も
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
和
祈
念
館
、
植
木
蒼

悦
記
念
館
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
も
、
学
校
を
は
じ
め
、
町
内

外
の
方
に
も
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
の
取
組
】

　
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
学
校
及
び
地
域
団
体
と
連

携
し
、「
町
民
ふ
れ
あ
い
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
や
「
冬
の
レ
ク
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
」
を
実
施
し
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
・
定
着
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・

サ
ー
ク
ル
等
の
主
催
す
る
各
種
競

技
会
や
各
種
大
会
を
積
極
的
に
支

援
す
る
と
と
も
に
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

と
も
連
携
し
、
プ
ー
ル
を
活
用
し

た
事
業
の
開
催
を
継
続
し
て
参
り

ま
す
。

【
社
会
教
育
施
設
の
維
持
・
管
理
】

　

社
会
教
育
施
設
の
維
持
・
管
理

に
つ
い
て
は
、
随
時
、
安
全
性
の

点
検
・
確
認
を
実
施
し
、
施
設
の

環
境
整
備
の
充
実
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

以
上
、
教
育
行
政
執
行
方
針
の

概
要
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
た

が
、
今
後
も
各
種
教
育
施
策
の
検

証
と
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
教
育

関
係
者
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、

よ
り
信
頼
さ
れ
る
教
育
行
政
の
執

行
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

社
会
教
育
に
つ
い
て
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◆ 

長
万
部
町
特
定
教
育
・
保
育
及

び
特
定
地
域
型
保
育
に
係
る
利

用
者
負
担
に
関
す
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
適

用
を
受
け
る
幼
稚
園
・
保
育
所
等

に
係
る
利
用
者
負
担
の
根
拠
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆ 

長
万
部
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例

　

介
護
保
険
等
の
改
正
に
伴
い
、

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指

定
等
の
事
務
が
北
海
道
か
ら
市
町

村
に
権
限
委
譲
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
省
令

第１回町議会定例会第１回町議会定例会
2018・３・８ 開会

　平成30年第１回町議会定例会が、３月８日に開会され、
16日に閉会しました。
　この町議会定例会では、木幡町長が平成30年度町政
執行方針の表明と予算案を説明しました。その後、一般
質問のほか、条例の制定や一部改正、新年度各会計の予
算など、議案31件について審議しました。
　おもな内容については、次のとおりです。

基
準
に
基
づ
き
根
拠
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。

◆ 

長
万
部
町
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
及
び
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
さ
れ
、
個
人
情
報
の
定

義
の
明
確
化
及
び
要
配
慮
個
人
情

報
の
取
扱
等
に
関
す
る
規
定
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆ 

長
万
部
町
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

危
険
物
施
設
の
設
置
許
可
、
検

査
等
の
審
査
業
務
に
係
る
手
数
料

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆ 

長
万
部
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
都
道
府

県
単
位
化
に
伴
い
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
の
名
称
が
削
除
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆ 

長
万
部
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
法
に
お
け
る
財

政
運
営
の
責
任
主
体
が
北
海
道
に

な
り
、
町
は
北
海
道
が
決
定
し
た

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
を

納
付
す
る
こ
と
か
ら
、
課
税
額
の

定
義
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

◆ 

長
万
部
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
三
十
年
度
か
ら
平
成
三
十

二
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
を
改

正
す
る
も
の
。

※	

平
成
三
十
年
度
か
ら
の
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
は
三
十
一
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆ 

長
万
部
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆ 

長
万
部
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

新
た
に
共
生
型
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
基
準
の
追
加
と
、
介

護
保
険
施
設
と
し
て
「
介
護
医
療

院
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
介

護
施
設
の
追
加
及
び
事
業
者
に
お

け
る
身
体
的
拘
束
の
適
正
化
の
措

置
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◆ 

長
万
部
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
包
括
的
支
援
事
業
の
実

施
に
係
る
基
準
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
支
援
専
門
員
の
定
義
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆ 

長
万
部
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

障
害
福
祉
制
度
の
相
談
支
援
専

門
員
と
の
連
携
が
定
義
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◆ 

長
万
部
町
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

違
反
対
象
物
に
係
る
公
表
制
度

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
条
例
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
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（有料広告）

◆ 

辺
地
総
合
計
画
の
変
更
に
つ
い

て

　

国
縫
振
興
会
館
等
の
改
築
に
あ

た
り
策
定
し
た
辺
地
総
合
整
備
計

画
に
つ
い
て
、
施
設
の
実
施
設
計

完
了
に
伴
う
北
海
道
と
の
変
更
協

議
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
町
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

　

町
道
紋
別
線
の
一
部
が
北
海
道

森
林
管
理
局
の
管
理
す
る
林
道
と

重
複
し
て
い
る
こ
が
判
明
し
、
国

有
林
内
の
路
線
に
つ
い
て
森
林
管

理
局
が
管
理
す
る
こ
と
と
決
定
し

た
こ
と
か
ら
、
町
道
紋
別
線
の
終

点
を
変
更
す
る
も
の
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
十
二
号
）

　

平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
予

算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
千
六

百
八
十
万
七
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
五
十
一
億
四
千
七
十
六
万

三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算 

（
第
一
号
）

　

平
成
二
十
九
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
百
三
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
九
千
八
百
八
十
九
万
二

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算 

（
第
三
号
）

　

平
成
二
十
九
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
八
百
二
十
八
万
九
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
十
億
九
千
五

十
二
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

 

（
第
三
号
）

　

平
成
二
十
九
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
一
千
九
百
七
十
六
万
四
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
七
億
五
千
九

百
二
十
三
万
三
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

◆	

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算 

（
第
三
号
）

　

平
成
二
十
九
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
六
百
五
十
八
万
六
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
三
億
二
千

六
百
八
十
五
万
一
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

◆
ガ
ス
事
業
会
計
補
正
予
算

 

（
第
二
号
）

　

平
成
二
十
九
年
度
ガ
ス
事
業
会

計
の
収
益
的
支
出
を
四
百
二
十
二

万
円
減
額
し
、
収
益
的
支
出
の
予

算
総
額
一
億
二
千
七
百
十
万
二
千

円
に
、
ま
た
、
資
本
的
収
入
は
五

十
四
万
二
千
円
を
減
額
し
、
資
本

的
収
入
の
予
算
総
額
三
千
六
百
十

五
万
八
千
円
、
資
本
的
支
出
は
、

六
十
万
六
千
円
を
減
額
し
、
資
本

的
支
出
の
予
算
総
額
六
千
六
百
二

十
六
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

 

（
第
二
号
）

　

平
成
二
十
九
年
度
水
道
事
業
会

計
の
収
益
的
支
出
を
百
三
万
円
減

額
し
、
収
益
的
支
出
の
予
算
総
額

一
億
六
千
五
百
八
十
一
万
四
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
は
九
百
八

十
万
九
千
円
を
減
額
し
、
資
本
的

収
入
の
予
算
総
額
四
百
九
十
九
万

円
、
資
本
的
支
出
は
、
一
千
五
百

六
十
六
万
七
千
円
を
減
額
し
、
資

本
的
支
出
の
予
算
総
額
六
千
二
十

三
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

 

（
第
四
号
）

　

平
成
二
十
九
年
度
病
院
事
業
会

計
の
収
益
的
収
入
を
八
千
万
円
減

額
し
、
収
益
的
収
入
の
予
算
総
額

五
億
七
千
三
百
五
十
九
万
円
、
収

益
的
支
出
を
三
千
八
百
九
十
万
円

減
額
し
、
収
益
的
支
出
の
予
算
総

額
六
億
二
千
二
百
五
十
二
万
五
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
は
二
百
四

十
万
円
を
減
額
し
、
資
本
的
収
入

の
予
算
総
額
五
千
九
百
三
十
三
万

八
千
円
、
資
本
的
支
出
を
六
百
三

十
万
円
減
額
し
、
資
本
的
支
出
の

予
算
総
額
六
千
四
百
十
二
万
四
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
十
三
号
）

　

平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
予

算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
九

百
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
十

一
億
五
千
九
百
七
十
六
万
三
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
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4月1日付けで町職員の人事異動を行いましたので、行政機構図とあわせて職員を紹介します。

係　　　名 主幹・係長・主査

主幹・係長・主査

主幹・係長・主査等

係

係

係

出　 納　 室
室　　長　小川　　洋()兼会計管理者

教育次長　岡野喜美雄

参　　事　佐藤　　修

学校教育センター
センター長()兼佐藤　　修

うちうらクリーンセンター
センター長　大内　　修

事務局長　豊嶋　慎一

消 防 長　佐藤　英代

署　　長　中田　義之

事務局長()併  佐藤　　剛

看護師長　草刈　志穂

　　　　　伊藤　純香

薬 局 長()兼田辺　知行

事 務 長　田辺　知行

事務次長　逢見　祐二

出 納

庶務・財政事務

放 射 線 科

臨床検査科

看 護 部

栄養管理科

庶 務 係

医 事 係

学 校 教 育

社 会 教 育

議 事

庶 務

予 防

警 防

救 急

係長　原田　操子

()併田中　友彦

係長　田中　茂昭

係長　片倉　大輔

副看護師長
　　　浜野　孝子

係長()兼逢見　祐二

主幹兼係長　
　　　橋本　啓一

主幹兼係長
 米代　　剛
主幹兼係長
　　　工藤　貴司
主査　北山　豊成

係長　増田　理恵

沼田　明宏
青柳　邦夫

小山内美宏

伊藤　敏也

山下　健一
黒滝　法行

土谷　憲秋

川村　界斗（新採用）

岡島　貴幸

坂本　　譲

井藤　圭祐

佐藤　敏子　田中　明美　河副　真樹
松井奈津子　兼松小百合　佐藤　朋子
吾妻美佐子　松浪　祐子　安田　清美
水野　明子　小松　　愛　浅井　千春
鈴木まこと　青木　美香　古谷　雅嗣

吉田友樹子

菅野　育美

三浦　杏奈　小瀬　将史

渡部真知子　中村　絵美（新採用）

（道職員　佐藤桃子）

西川　淳一　虻川　竜二

岡田　　幸

兼松　教和　工藤　幹典
相木　郁弥
小松　　稔　三上　勇樹
中兼　孝信　
土橋　慶太　角田勇次
日下部滉介

渋川　侑史　平澤　淳規

●議会事務局

●教育委員会

●消　　　防

●山越衛生処理組合

●病院（係体制）

教 育 長

院　 長

近 藤 英 隆

伊 藤 　 淳

主　幹 係長・主査 係

（一部事務組合）

副 院 長 村　永　誠　一  ・  岩　永　健　志

係　　　名
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長万部町行政機構図 （平成30年４月１日現在） 

係　　　名 主幹・係長・主査 係

総　 務 　課

課　　長　本前　武広

まちづくり新幹線課
課　　長　加藤　慶一
参　　事　岸上　尚生

 （道から派遣）　

税　 務　 課

課　　長　中山　裕幸

町　 民　 課
課　　長　佐藤　　剛
清掃センター長()兼佐藤　　剛

保 健 福 祉 課

課　　長　岡部　　忠
保育所長　松本喜恵子

産 業 振 興 課

課　　長　対馬　政宏

農 業 委 員 会
事務局長()併対馬　政宏

建　 設　 課

課　　長　神野　隆之

水 道 ガ ス 課

課　　長　中里　博也

総 務

企 画

税 務

戸籍医療年金

福 祉

農 林

農 地

管 理

管 理

上 下 水 道

ガ ス

建 築 公 園
土 木

道 路 維 持

商 工 観 光
水 産

介護障がい者支援

健 康 推 進

包 括 支 援

保 育

生 活 環 境

債 権 回 収

新幹線・政策推進

係長　新保　明宣
主査　前田　和也
 （滞納整理機構へ派遣）

係長　小山内敏洋

係長　鈴木　貴之

主幹兼係長
　　　佐藤　　敦

係長　佐藤　　久

係長　小野　昌文

係長()兼小野　昌文

係長　金谷　英俊

係長　加藤　典明
主幹兼係長　
　　　阿保　法彦
主査　逢見　法人
主幹兼係長
 藤井　弘道

係長　上野　　訓
係長　山下　淳一
係長　外﨑　和彦
主査　平　　和則

係長　嵯峨　友和
係長　篠田　幸伸

係長　佐々木　学

係長　野澤　明子
主査　対馬さゆり
係長　中森　厚子

係長　篠田　朋子

係長　田中　友彦

主幹兼係長
 田中　　浩

係長　小林　隆弘

伊藤　　篤　佐藤　涼太　長久保　望
	 （休職）
田島　謙充（道へ派遣）　宇藤　貴章（道へ派遣）

佐々木脩人　眞壁　直也

濱田　偉大　高﨑　十真　中山　優大
鈴木　雅裕（新採用）

小川麻衣子　長田恵理子　古西　祥衛
神　　有咲

長田　朋裕　工藤　大智

横手　宏匡　坪田　紘貴　石田　翔太

⎝兼横手宏匡　⎝兼坪田絋貴
⎝兼石田翔太

種市　慎士

三浦　桂吾　佐藤　大典

加藤　卓人

広田　　栄　畠山　　隼　兒玉翔太郎

鈴木　浩太
堀　有希宏　白内　一昌

澤田　拓哉
⎝兼澤田拓哉

高林　洋嗣　杉野　　匠　安澤　駿輝
	 （新採用）

杉野　　史　中村真季子　澤口　夏澄

見原　直江　三田　　藍
千葉美智子　湯浅佳那子　三原　範子
千葉　友香　加賀谷　愛　兼平　綾乃
伊藤　綾香

梨木　陽介　⎝併岡島貴幸

岸　　友真　⎝兼濱田偉大

大澤　貴文

係長　田中　俊和
主査　紺野　　崇
 （道から派遣）

⎝兼伊藤　篤　⎝兼佐藤涼太

係長　田野　憲哉 小川　博樹　加藤　綾香　⎝兼佐藤涼太

防 災 交 通

財 政

副 町 長

町 長 木 幡 正 志

佐々木　伸　也
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ふれあい健康センターでは１年をとおして下記の事業を実施しています。
事　　業　　名 対　　象　　者 実　施　日　程　 会　　　　場

母
　
　
と
　
　
子

乳 児 健 康 診 査
乳 幼 児 健 康 相 談

生後４ヵ月・７ヵ月
10ヵ月・1歳の乳幼児
※対象者には個別通知

毎月第４火曜日

ふれあい健康センター1歳6ヵ月児・３歳児・５歳児
健 康 診 査

1歳６ヵ月・３歳・５歳の幼児
※対象者には個別通知

５月・７月・９月・11月・
１月・３月の第３火曜日

歯 科 相 談
フ ッ 化 物 塗 布

歯が上下４本ずつ
生えてから入学前

※２歳児のみ個別通知
５月・８月・11月・２月の

第４木曜日

すくすく教室・のびのび広場 妊婦、乳幼児とその保護者 偶数月の第３水曜日 子育て支援センター
ふれあい健康センター

エ キ ノ コ ッ ク ス 検 診 小学校３年生以上 ７月26日（木） 長万部町立病院

成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

子 宮 が ん 検 診 20歳以上の女性

７月頃～通年 八雲総合病院
５月頃～通年 伊達赤十字病院

５月19日（土）、11月６日（火） 札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

９月10日（月） ふれあい健康センター

乳 が ん 検 診 40歳以上の女性

通　　　年 長万部町立病院
７月頃～通年 八雲総合病院
５月頃～通年 伊達赤十字病院

５月19日（土）、11月６日（火） 札幌がん検診センター（バスツアー検診）
９月10日（月） ふれあい健康センター

骨 粗 鬆 症 検 診 40歳以上の女性
通　　　年 長万部町立病院

５月19日（土）、11月６日（火） 札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

特 定 健 診
国民健康保険加入の

40歳以上の方
※対象者には個別通知

通　　　年 長万部町立病院
８月４日（土）、10月30日（火）

２月８日（金） ふれあい健康センター

後 期 高 齢 者 健 康 診 査 後期高齢者保険に
加入している方

８月４日（土）
10月30日（火）
２月８日（金）

ふれあい健康センター
健 康 診 査 生活保護を受けている

40歳以上の方
肝 炎 検 査 40～70歳
胃 が ん 検 診 40歳以上
肺 が ん 検 診 40歳以上
前 立 腺 が ん 検 診 50歳以上の男性

大 腸 が ん 検 診 40歳以上

６月25日（月）～29日（金）

ふれあい健康センター８月４日（土）、10月30日（火）
２月８日（金）

３月11日（月）～15日（金）
頭 の 検 診 40歳以上 10月４日（木）～６日（土） ふれあい健康センター

健
康
教
室

げ ん き 倶 楽 部 全　町　民 毎週水曜日 ふれあい健康センター
げ ん き 出 前 教 室 全　町　民 通　　　年 要望先
健 康 料 理 教 室 おおむね65歳以上の方とその家族 通　　　年 要望先

保 健 相 談・ 栄 養 相 談 全　町　民 役場窓口・電話で随時
詳細については、随時広報でお知らせします。

保健師担当
地区一覧

地　　　　　　　　　　区 保健師
本町・元町・栄原・共立 野　澤
豊津・豊野・新開町・旭浜・陣屋町 對　馬
栗岡・美畑・双葉・大峯・知来・蕨岱・花岡・
中の沢・南栄町・平里・静狩・温泉町・大町 中　村

富野・大浜・曙町・高砂町・茶屋川・国縫 澤　口
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　子育ての楽しさや心配ごとなどをお母さん同士で情報交換
しませんか？のびのび広場と合同の実施です。
　妊婦さんも先輩お母さんの話を聞いたり、赤ちゃんとふれ
あう機会としてぜひ遊びにいらしてくださいね。
　申し込みの必要はありませんので、当日直接会場へお越し
ください。
☆日　時　４月18日（水）午前10時～11時30分
☆会　場　子育て支援センター（さかえ保育所）
☆対　象　生後３ヶ月以降の子と保護者、妊婦さんも歓迎！

１ ．平成30年度中に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、
90歳、95歳、100歳になる方

　※ 経過措置の平成26年度から30年度までの間は年度ご
とに対象となる方は変わります。

２ ．60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼
吸器の機能の障がいまたはヒト免疫不全ウイルスによる
免疫の障がいを有する方

　平成30年度接種対象の方には、個別に接種勧奨通知を
送付しています。

【注意】 過去に１回でも肺炎球菌（ニューモバックス）の
接種を受けた方は対象外となります。

対象年齢

接種医療機関

◆�がん検診クーポン券のお知らせ�◆

年齢 生　　年　　月　　日 対象となるがん検診
20歳 平成 ９ 年４月２日～平成10年４月１日

子
宮
が
ん
検
診
（
女
性
）

25歳 平成 ４ 年４月２日～平成 ５ 年４月１日
30歳 昭和62年４月２日～昭和63年４月１日
35歳 昭和57年４月２日～昭和58年４月１日
40歳 昭和52年４月２日～昭和53年４月１日 乳

が
ん
検
診

（
女
　
性
）

胃
・
肺
・

大
腸
が
ん
検
診

（
男
　
女
）

45歳 昭和47年４月２日～昭和48年４月１日
50歳 昭和42年４月２日～昭和43年４月１日 前

立
腺

が
ん
検
診

（
男
性
）

55歳 昭和37年４月２日～昭和38年４月１日
60歳 昭和32年４月２日～昭和33年４月１日

すくすく教室・のびのび広場に集まれ～！すくすく教室・のびのび広場に集まれ～！すくすく教室・のびのび広場に集まれ～！

成人の肺炎球菌予防接種のお知らせ

　長万部町立病院

　３月８日に女性のためのヨガ教室、３月15日に男性の
ための筋力アップ教室を実施しました！
　函館からフィットネスインストラクターの蛯沢先生を迎
え、１時間30分休憩も交えながら、いい汗を流すことが
できました。また、筋肉がつきやすくなる食事方法につい
てもお話があり、運動、栄養の両方について学ぶことがで
きました。

フィットネス教室を実施しました！フィットネス教室を実施しました！フィットネス教室を実施しました！

女性のためのヨガ教室

男性のための筋力アップ教室

初心者の方が多かっ
たですが、みなさん
ヨガのポーズをとるこ
とができていました！

強度を変え、体に徐々に負荷
をかける筋力アップ方法を実
施しました！｢きつい！｣と声
をだしながらも楽しく実施す
ることができていました！

　今年も各がん検診が無料で受けられるクーポン券を発行
します！
平成30年度　がん検診無料クーポン券　対象者
◆対象：町民の方で下記の生年月日の方

※ 対象年齢の方には案内文書を６月頃に送付予定です。クーポン券を利用
できる医療機関は決められています。

子宮がん・乳がん検診クーポン券の利用について
※ 長万部町立病院、対がん協会（札幌がん検診センター）

では、４月からクーポン券利用可能です。
　 伊達赤十字病院では５月から、函館方面、八雲総合病院

は７月頃からクーポン利用可能予定です。
　 案内文書送付前にクーポン券を利用されたい場合はご連

絡ください。

《乳がん検診･子宮がん・骨粗しょう症検診》
　バスの送迎で札幌対がん協会に出向き、日帰りで検診を
受けられます。子宮がん検診・骨粗しょう症検診も同日に
受けることが出来るので、便利です。
★対 象 者　 乳がん検診・骨粗しょう症検診：40歳以上の町民の方
　　　　　　子宮がん検診：20歳以上の町民の方
　　　　　　 ２年に１回の検診となりますので、昨年受けていない方が対象です。
★申込み受付　４月16日（月）～５月11日（金）
★検 診 日・出発時間　５月19日（土）
　　　　　　役場６：30出発　15：00頃着予定
★検診場所　北海道対がん協会　札幌がん検診センター
★検診料金　乳がん検診　40歳代 1,800円
　　　　　　乳がん検診　50歳以上 1,500円
　　　　　　※女性の検査技師を希望できます
　　　　　　子宮がん検診（頸部） 1,600円
　　　　　　子宮がん検診（体部） 700円
　　　　　　子宮がん検診（超音波） 1,000円
　　　　　　骨粗しょう症検診 200円

札幌対がん協会日帰りバスツアー検診札幌対がん協会日帰りバスツアー検診

医師・看護師・栄養士・ヘルパーなど専門職がお答えします。

☎0120－558－048
こ　こ　は

24時間　年中無休　通話料・相談料無料
長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24

町民専用の電話健康相談です。ご利用ください。

おしゃまんべ
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今月の「挨拶・声かけ運動」標語 「過去を振り返る（４月・1980年代）」

1980年	任天堂が「ゲームウォッチ」発売
1983年	千葉県浦安市に東京ディズニーランドオープン
1986年	ハレー彗星が地球に接近
	 ウクライナ共和国・チェルノブイリ原発大事故
1989年	消費税法施行（３％）

公益財団法人ブルーシー・アンド・グリーンランド財団（Ｂ＆Ｇ財団）

大賞には10万円相当の豪華賞品！
「子育て」をテーマに、Ｂ＆Ｇ「やらかし川柳」大募集！

－毎月抽選で５名様にオリジナルＴシャツをプレゼント－

　地域の健康づくりやコミュニティの活性化を支援しているＢ＆Ｇ財団	（会長：前田康吉）	では、	おもしろ、	おか
しい失敗体験を川柳にした作品を募集します。	五・七・五のリズムにのせて、	ちょっと愉快な失敗体験を、	みんな
で明るく共有しながら人の輪を広げることを目的としています。	
　ご応募いただいた作品は、	Ｂ＆Ｇ財団の公式サイト内	「今日のＢ＆Ｇやらかし川柳」	ページで、	毎日１作品ずつ	（土
日祝日除く）	紹介します。	また、	その中から毎月抽選で５名様にＢ＆ＧオリジナルＴシャツをプレゼント。	更に、	
年間最優秀作品には、	「BEST	OF	やらかし賞」	※	として、	10万円相当の豪華賞品を贈呈いたします。	
　作品のテーマは季節によって異なり、	今回募集するテーマは	「子育て」	です。	
	 ※該当する作品が無い場合は、	「該当なし」	とさせていただきます。	

　ブルーシー・アンド・グリーンランド財団	（Ｂ＆Ｇ財団）	は、	日本の青い海	（ブルーシー）	と緑の大地	（グリー
ンランド）	を活動の場とし、	日本の将来を担う青少年の“こころ”と“からだ”の健全育成を図ることを目的に、	
1973年に設立。	その後、	幼児から高齢者までを対象にした“地域の健康づくりの場”として、	ボートレースの
収益金によって全国480市町村	（現在は市町村合併により390市町村）	に、	プール、	体育館、	艇庫のスポーツ
施設からなる	「Ｂ＆Ｇ海洋センター」	を建設し、	地元自治体に無償譲渡してきました。	現在は、	海洋センター
のある自治体を中心に、	自然体験や水辺の安全教育を通じた青少年の健全育成、	地域の健康づくり・コミュニティ
活性化を全国で支援しています。	

Ｂ＆Ｇ財団について

●2018春のテーマ　	「子育て」	
●募集期間　2018年３月１日～４月30日
●発表期間　2018年４月２日～５月30日
　　　　　　（土日祝日除く）
●募集対象　どなたでもご応募できます。	
●募集方法
　・テーマに沿ったオリジナル川柳
　　　　※未発表の作品に限ります。	
　・作品解説(100字以内)
　・ペンネーム
　・必要事項（	氏名･住所･電話番号･メールアドレ

ス･Tシャツサイズ〈S･M･L･XL〉）
　★	これらをご記入の上、	下記のいずれかでご応募く
ださい。	

　　①公式サイトの応募フォーム
　　②ハガキでのご応募
　　（〒105-8480	東京都港区虎ノ門3－4－10
　　 虎ノ門35森ビル９Ｆ　B&G財団　広報課宛)

●選　　考　Ｂ＆Ｇ財団　広報課
●著作権の扱い　応募作品の著作権はＢ＆Ｇ財団に帰属します。	
●個人情報の　お送りいただく個人情報につきましては、	
　取り扱い　�方針回答の依頼及び事務連絡以外に使用

することはありません。	また、	メール
アドレスをご記入いただいた方には、	Ｂ
＆Ｇ財団の最新情報	（メルマガ）	をお送
りいたします。	

スポーツ少年団の新入団員募集！
　スポーツ活動を通じ、心と身体、豊かな情操を育む
ことを願いに、各少年団では新入団員を募集します。
　問い合わせは、スポーツ少年団本部事務局（教育委
員会	☎2－2748）へご相談ください。
【少年団登録をしている種目】
　・柔　道　・剣　道　・野　球　・サッカー
　・ミニバスケットボール　・水　泳
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今月の「挨拶・声かけ運動」標語

悪口を　言わない自分

� かえてみる

●…長万部高校　神
じん

　沙
さ

弥
や

香
か

さん

●申込締切日　　５月11日(金)
●提　出　先　　教育委員会事務局（役場内）
　　　　　　　　または学習文化センター

少年団員

募集！ボランテイア
　様々な体験活動を通して、ボランティア精神を培
うことを目的に、本年度も新たに団員を募集します。
　申込書は、各学校を通じて配布いたしますので、
希望者は必要事項を記載のうえ提出してください。

小学生・中学生

　図書館では、「こどもの読書週間」にあわせ、特別展を開催
します。５月３日（木）には紙芝居も開催しますので、是非、
ご家族でいらしてください。
日　時　平成30年４月24日（火）～５月12日（土）
場　所　学習文化センター
内　容
　①「子どもの本100冊」の展示・貸出

　公益財団法人 伊藤忠記念財団が推奨する「子どもの
本100冊」を中心に展示・貸出をします。

　②「北海道150年の歴史」特別展
　北海道命名150年を記念して、北海道の歴史に関す
る本の展示・貸出をします。

　③紙芝居の開催
　内容は未定ですが、図書館職員やボランティ
アによる紙芝居を５月３日（木）に開催します。

　④プレイルームの開設
靴を脱いでくつろぎながら読書をしたり、折り紙などで
遊べるプレイルームを開設します。

　⑤その他
上記以外にも楽しいイベントを検討中です。
イベント内容については、内容が決まりしだい公表しま
すので、町ホームページまたは図書館へ来館してご確認
ください。

「こどもの読書週間」
開催！

「こどもの読書週間」
開催！

～あなたの作品を展示してみませんか！～
「町民ギャラリー」の展示者募集中！

　町内で日頃から、絵画や書道、写真等の創作活動
に取り組んでいる、個人やサークルの皆さんの発表
の場として町総合文化祭がありますが、年間を通し
て発表できる場として「町民ギャラリー」があります。
　常に会場を開放していますので、希望の方はお気
軽にご相談ください。
●場　所　学習文化センターロビー
●期　間　２～３週間程度
●方　法　�所定の申込用紙に必要事項を記入し、

教育委員会事務局まで提出してくだ
さい。

地域の皆さんの力で、子供たちを守ろう!

【緊急時の対応マニュアル】
①　子供を落ちつかせてください。
②　話を聞いて「自宅」か「学校」、内容によ
り「警察」へ連絡してください。

③　伝えることは、「通報者の名前」・「現在地」
「電話番号」です。
次に、「いつ、どこで、何があったのか？」
を伝えてください。

※　�以上の事項は、子供が直接話せる時は
話すように、話せないときは代わって
話してください。

●緊急電話 → 110番へ！
　　※　必ず最寄りの警察署につながります
●八雲警察署　☎0137－64－2110

　児童・生徒の登下校時の安全確
保を図るために、地域の皆さんの
協力のもと「子供110番の家」を、
現在58カ所で設置しています。
　特に、４月から新しく入学される小・中学生の皆
さんを、安全で安心して登下校ができる環境づくり
を、私たち大人が作り上げていくように、皆さんの
ご協力をお願いします。
　特に、４月から新しく入学される小・中学生の皆
さんを、安全で安心して登下校ができる環境づくり
を、私たち大人が作り上げていくように、皆さんの
ご協力をお願いします。

～「子供110番の家」が
　　町内に設置されてますよ！～
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№ 240 コリドール交流ネットワーク近隣６地域の情報コーナー

今　金　町 八雲町熊石地区 八　雲　町

せたな町大成区 せたな町北檜山区 せたな町瀬棚区

～ 春からの営業お知らせ ～
● クアプラザピリカ ●

　３月25日（日）迄のピリカスキー場営業終了後も
館内レストランReraは日帰り利用の営業を引き続
き行います。長い冬の疲れを癒しがてら、温泉や
お食事をお楽しみください。
◎日帰り営業時間
　ランチタイム　11:30～14:30
　カフェタイム　14:30～16:00（軽食タイム）
◎団体ご会食
　日中の会食　12:00～16:00
　夜間の会食　18:00～20:00
　	お一人様2,160円（税込）～10名様以上より無料送
迎承ります。当日の温泉入浴付

※	ご人数、お時間などご相談に応じます。お気軽
にお問い合わせください。

※お一人様、＋1,500円で２時間飲み放題付
◎宿泊料金（１泊２食付・税込み）
　大人8,800円、小学生6,160円、幼児4,400円より
　※	今金町民の方が同伴の場合、グループ全員1,500

円割引になります！
◎日帰り温泉
　大人／500円　小学生／200円　幼児／無料
　月・火⇒12:00～22:00	水～日⇒10:00～22:00
【お問い合わせ先】
　クアプラザピリカ　（☎0137−83−7111）

　平田内川沿いに広がるキャンプ場「熊石
青少年旅行村」。広大な芝生におおわれ、
ほどよく点在する樹木が爽やかな木陰をつ
くり出します。ツリーハウス・キノコログ
は子どもに大人気。バーベキューコーナー
のほか、近くには森林浴を楽しめるわんぱ
くの森や川遊びのできるちゃぷちゃぷ公園
もあり、大自然を満喫できます。
◎入村料（１人１日）
　小・中学生　200円　高校生以上　410
円
【お問い合わせ先】
　旅行村管理棟　（☎01398−2−3716）

～ ４月オープン予定 ～
● 秘湯『湯とぴあ臼別』 ●
　周囲を大自然に囲まれた静かな臼別渓谷
にある秘湯「湯とぴあ臼別」は地元湯治客
や観光客に大人気。お湯は天然硫酸塩泉で
無色透明、湯温は約53度あり、慢性皮膚
病や神経痛に効果があります。
※	雪解け後のオープンとなります。詳しいオー
プン時期についてはお問い合わせください。

◎場　所　せたな町大成区平浜
　　　　　（宮野国道沿に看板あり）
◎入浴料　清掃協力金として100円納入願います。
【お問い合わせ先】
　せたな町大成総合支所　（☎01398−4−5511）

～ ４月７日（土）オープン予定 ～
● 北檜山パークゴルフ場 ●
　全道屈指の広さを誇る北檜山グリーン
パーク・パークゴルフ場が、４月７日（土）
オープン予定。100ｍを超えるロングホー
ルも多数整備され、そのなかには日本一と
も言われるロングホールも。
◎ 使用料　１ラウンド（高校生以上300円、
中学生以下・70歳以上100円）用具一式
貸出１ラウンド200円

◎場　所　せたな町北檜山区豊岡
【お問い合わせ先】
　まちづくり推進課　（☎0137−84−5111）
　北檜山グリーンパーク　（☎0137−86−0530）

～ ご予約受付中です ～
● せたな青少年旅行村 ●

　せたな青少年旅行村が４月下旬よりオー
プン。毎年たくさんのご予約をいただくケ
ビンは、キッチン、ガスコンロ、水洗トイ
レ、冷蔵庫、テレビ、暖房器具などの設備
に加え、バリアフリー棟もお目見えしてま
すます充実。バンガローや持込テントサイ
トもあります。
◎場　所　せたな町瀬棚区西大里
【お問い合わせ先】
　瀬棚総合支所　（☎0137−87−3311）

　自らを熊大工と呼び、木彫りをするのが
何より好きだった加藤貞夫。繊細な毛を
彫った熊と、カットした面で表現した熊を
展示。制作初期のものから円熟期まで、可
愛らしい加藤熊に出会えます。
◎場　所　八雲町木彫り熊資料館
◎日　時　４月28日（土）～８月26日（日）
　　　　　午前９時～午後４時30分
　　　　　※月曜休館。期間中の祝日は開館。
◎入館料　無料
【お問い合わせ先】
　八雲町木彫り熊資料館　（☎0137−63−3131）

～ ４月28日（土）オープン予定 ～
● 熊石青少年旅行村 ●

交 通 安 全 コ ー ナ ー
の～んびりいこうや北海道

　　 期別運動の視点 　　 　　 街頭啓発（旗の波運動） 　　
　新入学（新学期）を迎える子供や活動期に入る自
転車利用者の事故防止を図るための活動等を推進

【日　時】	 ４月６日（金）午前10時30分から
	 ※雨天中止
【場　所】	 国道５号線バイパス
	 高森石油㈱向の海側、役場庁舎裏の２箇所
	 ※最寄りの場所でご参加ください

４月６日（金）～４月15日（日）

～みんなで参加してドライバーに
 安全運転を呼びかけましょう～

４月10日は「交通事故死ゼロを目指す日」

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動

● 子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運
転者の交通事故防止

●自転車の安全利用の推進
● 後部座席を含めた全ての座席のシートベルト

とチャイルドシートの正しい着用の徹底
● 飲酒運転の根絶

～ 加藤貞夫の木彫り熊 ～
● 熊　大　工 ●
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　４月、なんだか新しいことを力いっぱい始めたい気持ちになりますね！協力隊になって３年目。最終年度になります。
花粉に負けることなく（笑）、４月から全開で頑張っていきます！よろしくお願いします。

　これまでの協力隊の活動は、この広報で伝えてきましたが、まだ
まだ伝えきれていないことや、町の皆さんの声を直接聞いてみたい！
との想いもあり、今回、報告会を企画しました。これまでの隊員の
活動や、これからどのようにしていきたいのかなどのお話に、皆さ
ん熱心に耳を傾けてくださいました。遅い時間からスタートしたに
も関わらず、報告会に来ていただきましてありがとうございました。
ここで、各隊員からのコメントです。

　協力隊通信で少しずつ活動の様子などお伝えしてきましたが、町の皆さんからの声を直接聞くことができたの
は、大きな収穫でした。子ども関係の事業を回すには、色んな人の協力が必要。「ここでやってるよ～！」「こん
なことするよ～！」と声をあげて、やってみて、反省して、また新しいコトを生み出す。これの繰り返しなんだ
なと実感しました。意見交換の場では、様々な視点から意見をいただくことができ、とても充実した時間になり
ました。ありがとうございました。報告会、どんな内容を発表したのか。気になりますよね？（押し付けてはい
ませんよ？笑）残り字数も少ないので……町で私を見かけたら声をかけてください♪
　隊員としては、ラスト１年。地域のみなさんと何か楽しいコト、面白いコトをどんどん形にしていきながら、
ずぅっと長万部で暮らしいていける道をつくります。これからもよろしくお願いします♪

谷本美貴隊員より

　この報告会で私が一番伝えたかったテーマは長万部での定住です。私は定住策として長万部で誰もが気軽に集
まって交流できる場所を創出し、コミュニティカフェを開業することを考えていました。そこで昨年の活動で他
の市町村のコミュニティカフェの視察を行ったり、コミュニティカフェに関する講座を受講するなど学んできま
した。コミュニティカフェは地域住民の憩いの場となり交流を促進するなど多くのメリットがある一方で、経営
が成り立ちづらいというデメリットもあります。コミュニティカフェ運営だけで生計を立て長万部で定住するの
は困難だと考えたすえ、私が出した最終的な結論は定住するにはまず収入源を確保することが先決であってそこ
で私は、町内での就職を考えています。まず生活基盤を整えて昨年から考えている地域コミュニティの創出に関
する事業を行っていこうと思います。
　協力隊最終任期の３年目はコミュニティ事業を形にしたいと思いますので月に数回お試しコミュニティカフェ
開催を予定しておりますので沢山の町民の皆様に参加していただければと思います。

武澤秀人隊員より

　この報告会では、インターネットでの手帳の販売、移住に関する私の考え等を報告させてもらいました。意見
交換の場では、システム手帳への関心、ネットカフェ難民を町民化など、私の活動に対しての関心があることが
分かりました。ラスト１年。個人的には時間など足りないことが多いですが、自分の描いているビジョンを達成
すべく尽力いたします。

西山英彦隊員より

平成29年長万部町地域おこし協力隊活動報告会inあつまんべ
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長万部町×東京理科大学地方創生事業レポート長万部町×東京理科大学地方創生事業レポート長万部町×東京理科大学地方創生事業レポート

　トマトは順調に生長しております。そして、３月12日に無事1回目の収穫を迎えました。今後、週に２回程度の収穫が
続いていく予定です。より美味しいものをお届けしたいため、町内の皆さまへの販売は５月頃を予定しています。

●トマト収穫を開始しました

　今年度は、①トマトハウスの増設	②太陽光発電の開始	を予定しております。ともに、現在のトマトハウスが設
置されている用地内です。

●【お詫び】雇用希望の皆様へ
　	　２月９日の説明会の際、多くの皆さまに雇用希望とアンケートにご記入いただきました。予想をはるかに上回
るご希望をいただけたこと等で、ご連絡が遅くなっておりますことをお詫びいたします。できるだけ早くご連絡
できるよう努めております

●2018年度　地方創生事業計画

【お問い合わせ先】　一般社団法人　北海道おしゃまんべ　☎０８０－３２９６－９６１６

　在宅で80歳以上の方、身体に障がいのある方および療育手帳「Ａ」を受けている方に対し、通院や社会参加
のために利用するタクシー料金の助成を実施しています。
■該当される方
　４月１日から翌年３月31日までの１年間で、次の①から⑦
に該当する方です。また、助成券の使用できる区域は、長万部
町のみの区間となっています。
①在宅で80歳以上の方	 ⑤心臓機能障がい１級の方
②下肢障がい１・２・３級の方	 ⑥呼吸器機能障がい１級の方
③体幹障がい１・２級の方	 ⑦療育手帳「Ａ」の方
④視覚障がい１・２級の方

■助成券申請方法
　交付対象者には、必要書類を送付しますの
で、４月10日（火）から保健福祉課窓口で申
請手続きをしてください。
※	長万部町に在住して１年未満の方、施設入
所の方、長期入院の方は対象となりません。

【お問い合わせ先】
　保健福祉課福祉係　☎2－2454

タ ク シ ー 料 金 の 助 成 券 を 交 付

（有料広告）

犬の登録と狂犬病予防注射は、法律で義務づけられています。

☆ 以上の日程の中で都合の良い所で登録と注射をしてく
ださい。

☆ 往診依頼で注射をする場合は、別途往診料がかかります。
　（１件につき500円）
☆ 新しく犬を飼い始めた場合や、死亡、移動があった場

合は 必ず町民課生活環境係まで連絡してください。

連絡先：町民課生活環境係
　　　　☎２－２４５３（内線１１３）

　平成30年度の狂犬病予防注射と畜犬の登録を、下記の日程で実施します。
　犬を飼っている方は、平成７年４月１日より犬の生涯に１回の畜犬登録と、毎年の狂犬病予防注射が義務づけら
れています。
　なお注射は生後91日以上の犬が対象になります。また、室内犬（小型犬）についても同様の扱いとなります。

登　　　録　　　料　１頭につき３，０００円（登録済みの場合は必要ありません）
狂犬病予防注射代金　１頭につき３，１１０円（注射料金2,560円・注射済票交付手数料550円）

※当日は、つり銭のいらないようにご協力お願いします。

犬 の 新 規 登 録 用 紙

申 

請 

者

住 所 〒

ふりがな 電　話
番　号氏 名

犬

所 在 地 ※

種 類 　　　　　　・雑種 毛　色

性 別 名　前

生年月日 体　格 大 ・ 中 ・ 小

避妊・去勢手術の有無 有 ・ 無

※印欄には、申請者の住所と犬の住所が異なる場合のみ記入してください

犬の登録・狂犬病予防注射巡回実施日程表

４

月

25

日

㈬

地 区 場　　　　所 時　　　　間
大 町 特別母と子の家前 	 9：00～	 9：10
曙 町 ふれあい公園駐車場 	 9：15～	 9：20
大 浜 漁村改善センター跡 	 9：25～	 9：35
中の沢 中の沢振興会館前 	 9：40～	 9：45

豊 津 政 田 一 夫 宅 前 10：05～10：10
加 藤 宗 夫 宅 前 10：15～10：20

豊 野 富 森 洋 宅 前 10：30～10：35
松 前 貴 則 宅 前 10：40～10：45

国 縫
石 橋 則 子 宅 前 10：50～	 0：55
国 縫 振 興 会 館 前 11：00～11：10
団 力 雄 宅 前 11：15～11：20

平 里 平 里 会 館 前 11：30～11：35
平里開拓記念碑前 11：40～11：45

富 野 東京理科大学入口 13：00～13：10
門 間 ツ ヱ 子 宅 前 13：15～13：20

美 畑 森 啓 一 宅 前 13：30～13：35
知 来 中 込 真 規 夫 宅 前 13：45～13：50
蕨 岱 相 馬 信 悟 牛 舎 前 14：00～14：05
双 葉 双 葉 振 興 会 館 前 14：15～14：25

４

月

26

日

㈭

地 区 場　　　　所 時　　　　間

旭 浜 旭 浜 生 活 館 前 	 9：00～	 9：10
司 馬 哲 也 宅 前 	 9：15～	 9：25

栄 原 栄 原 会 館 前 	 9：30～	 9：40

共 立 共 立 会 館 前 	 9：45～	 9：50
門 間 隆 宅 前 	 9：55～10：00

静 狩

土 本 治 牛 舎 前 10：05～10：10
静 狩 金 山 興 業 前 10：15～10：20
静 狩 小 学 校 入 口 10：25～10：35
静 狩 消 防 前 10：50～11：00

陣屋町 飯生神社鳥居付近 11：20～11：30
温泉町 温 泉 町 公 園 前 11：35～11：40
新開町 新 開 寿 の 家 前 13：00～13：10
南栄町 南栄町老人憩の家前 13：20～13：30
高砂町 高 砂 振 興 会 館 前 13：40～13：50
本 町

長 万 部 町 役 場 前 14：00～14：10元 町
全 町
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☆ 以上の日程の中で都合の良い所で登録と注射をしてく
ださい。

☆ 往診依頼で注射をする場合は、別途往診料がかかります。
　（１件につき500円）
☆ 新しく犬を飼い始めた場合や、死亡、移動があった場

合は 必ず町民課生活環境係まで連絡してください。

連絡先：町民課生活環境係
　　　　☎２－２４５３（内線１１３）

　平成30年度の狂犬病予防注射と畜犬の登録を、下記の日程で実施します。
　犬を飼っている方は、平成７年４月１日より犬の生涯に１回の畜犬登録と、毎年の狂犬病予防注射が義務づけら
れています。
　なお注射は生後91日以上の犬が対象になります。また、室内犬（小型犬）についても同様の扱いとなります。

登　　　録　　　料　１頭につき３，０００円（登録済みの場合は必要ありません）
狂犬病予防注射代金　１頭につき３，１１０円（注射料金2,560円・注射済票交付手数料550円）

※当日は、つり銭のいらないようにご協力お願いします。

犬 の 新 規 登 録 用 紙
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請 

者

住 所 〒

ふりがな 電　話
番　号氏 名

犬

所 在 地 ※

種 類 　　　　　　・雑種 毛　色

性 別 名　前

生年月日 体　格 大 ・ 中 ・ 小

避妊・去勢手術の有無 有 ・ 無

※印欄には、申請者の住所と犬の住所が異なる場合のみ記入してください
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大 町 特別母と子の家前 	 9：00～	 9：10
曙 町 ふれあい公園駐車場 	 9：15～	 9：20
大 浜 漁村改善センター跡 	 9：25～	 9：35
中の沢 中の沢振興会館前 	 9：40～	 9：45

豊 津 政 田 一 夫 宅 前 10：05～10：10
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■�動物を飼うときには、永く共に生活できるかをしっか
り判断しましょう
　	　動物を飼い始めるときには、責任をもって共に生活
できるか慎重に判断しなければなりません。
　	　他人に迷惑をかけることのないように、しつけや訓
練を施すことが大切です。無責任な飼育は、人にも動
物にも不幸な結果をもたらすことになるので絶対にや
めましょう。
　	　やむを得ず飼うことができなくなった場合は、責任
をもって新しい飼い主を見つけましょう。
■動物の将来についても十分考えましょう
　	　野良犬や野良猫は、飼い主が捨てた結果であり、不
必要な繁殖により生まれたともいえます。繁殖を希望
しない飼い主は、避妊・去勢などが大切です。その場
合は獣医師にご相談ください。
■気持ちよく生活するためにマナーを守りましょう
　	　飼い主は散歩中の糞は必ず持ち帰り、犬小屋の周囲
も清潔にしましょう。また、ムダ吠えなど犬へのスト
レスを減らすためにも、散歩やしつけをしましょう。

【お問い合わせ先】
　町民課生活環境係　☎２－２４５３

　平成30年度の保険料率改定について、平成30年３月
分（５月１日納付期限分）より健康保険料率は10.25％
（＋0.03％）、介護保険料率は1.57％（－0.08％）とな
ります。健康保険料率の引き上げに関しまして、何卒ご
理解をいただきますようお願い申し上げます。
【お問い合わせ先】
　全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部
　☎011－726－0352（代表）

　今までは、町女性協のご協力も得て、年４回の実施をし
て来ましたが、それに加えて役場庁舎にて平日開庁時間内
の無料で回収いたします。詳細は下記の通りです。
１．引取場所　　長万部役場庁舎町民課窓口
２．引取時間　　役場庁舎平日開庁時間（８：30～17：15）
３．引取品目
　　　衣　類：Ｔシャツ　スーツ　トレーナー　子供服
　　　　　　　ズボン　靴下　スカート　帽子　Ｙシャツ
　　　　　　　ネクタイ　下着　スカーフ　コート
　　　　　　　マフラー　ジャンパー　ジャージ
　　　　　　　スキーウエア　和服
　　　古布類：タオル　タオルケット　バスタオル
　　　　　　　シーツ　靴　バッグ　毛布
４．引取できないもの
　　　濡れているもの　破れや穴の空いているもの
　　　布団　じゅうたん　汚れているもの　
　　　臭いのするもの　枕　カビの発生しているもの

※	燃やすゴミとして処理されていたものが、リユース・ルサ
イクルされます。ゴミの減量化へのご協力をお願い致します。
※	会館等で行われていた従来の無料回収も引き続き実施します。

　物置の整理や引っ越しでゴミが大量に出たが「清掃セン
ター等へ運搬するトラックがない」…そんな時には一般廃
棄物処理業（収集運搬）の許可業者にご相談ください。
　なお、日常のゴミの収集とは取り扱いが異なりますので、
各社で定めた収集運搬料金が別途かかります。

許可業者・団体名 住　所 電話番号
㈲青木清掃 富 野 ２－３０８６
NPO法人長万部町緑と樹を愛する会 平 里 ２－６６３４
長万部町高齢者事業団 高 砂 町 ２－２８２４
㈲かもめ商興（産廃も可） 静 狩 ６－２３１４
㈲光銭商店 大 町 ２－２３２６
斎藤商店 国 縫 ５－２３１３
㈱帝都建設　長万部支店 国 縫 ５－２２１１
道南資源 温 泉 町 ２－５２１０
㈱堀川清掃（し尿くみ取りも可） 富 野 ２－２４６６
㈲松岡清掃 高 砂 町 ２－２７１６
㈲山瀬清掃 富 野 ２－３２０１
㈲緑土産業 南 栄 町 ２－２１８８
㈱森興業（産廃も可） 温 泉 町 ２－３３７８
㈲赤塚商会 元 町 ２－２６０３

《平成30年４月１日現在／変更になる場合があります》
【お問い合わせ先】
　町民課生活環境係　☎２－２４５３

動物を飼っているみなさんへ動物を飼っているみなさんへ動物を飼っているみなさんへ衣料等の無料回収を平日でも行います

突発的に大量ゴミが出たときには

 収集運搬許可業者へ依頼を！

突発的に大量ゴミが出たときには

 収集運搬許可業者へ依頼を！

突発的に大量ゴミが出たときには

 収集運搬許可業者へ依頼を！

協会けんぽ北海道支部からの
せら知お
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■�動物を飼うときには、永く共に生活できるかをしっか
り判断しましょう
　	　動物を飼い始めるときには、責任をもって共に生活
できるか慎重に判断しなければなりません。
　	　他人に迷惑をかけることのないように、しつけや訓
練を施すことが大切です。無責任な飼育は、人にも動
物にも不幸な結果をもたらすことになるので絶対にや
めましょう。
　	　やむを得ず飼うことができなくなった場合は、責任
をもって新しい飼い主を見つけましょう。
■動物の将来についても十分考えましょう
　	　野良犬や野良猫は、飼い主が捨てた結果であり、不
必要な繁殖により生まれたともいえます。繁殖を希望
しない飼い主は、避妊・去勢などが大切です。その場
合は獣医師にご相談ください。
■気持ちよく生活するためにマナーを守りましょう
　	　飼い主は散歩中の糞は必ず持ち帰り、犬小屋の周囲
も清潔にしましょう。また、ムダ吠えなど犬へのスト
レスを減らすためにも、散歩やしつけをしましょう。

【お問い合わせ先】
　町民課生活環境係　☎２－２４５３

　平成30年度の保険料率改定について、平成30年３月
分（５月１日納付期限分）より健康保険料率は10.25％
（＋0.03％）、介護保険料率は1.57％（－0.08％）とな
ります。健康保険料率の引き上げに関しまして、何卒ご
理解をいただきますようお願い申し上げます。
【お問い合わせ先】
　全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部
　☎011－726－0352（代表）

　今までは、町女性協のご協力も得て、年４回の実施をし
て来ましたが、それに加えて役場庁舎にて平日開庁時間内
の無料で回収いたします。詳細は下記の通りです。
１．引取場所　　長万部役場庁舎町民課窓口
２．引取時間　　役場庁舎平日開庁時間（８：30～17：15）
３．引取品目
　　　衣　類：Ｔシャツ　スーツ　トレーナー　子供服
　　　　　　　ズボン　靴下　スカート　帽子　Ｙシャツ
　　　　　　　ネクタイ　下着　スカーフ　コート
　　　　　　　マフラー　ジャンパー　ジャージ
　　　　　　　スキーウエア　和服
　　　古布類：タオル　タオルケット　バスタオル
　　　　　　　シーツ　靴　バッグ　毛布
４．引取できないもの
　　　濡れているもの　破れや穴の空いているもの
　　　布団　じゅうたん　汚れているもの　
　　　臭いのするもの　枕　カビの発生しているもの

※	燃やすゴミとして処理されていたものが、リユース・ルサ
イクルされます。ゴミの減量化へのご協力をお願い致します。
※	会館等で行われていた従来の無料回収も引き続き実施します。

　物置の整理や引っ越しでゴミが大量に出たが「清掃セン
ター等へ運搬するトラックがない」…そんな時には一般廃
棄物処理業（収集運搬）の許可業者にご相談ください。
　なお、日常のゴミの収集とは取り扱いが異なりますので、
各社で定めた収集運搬料金が別途かかります。

許可業者・団体名 住　所 電話番号
㈲青木清掃 富 野 ２－３０８６
NPO法人長万部町緑と樹を愛する会 平 里 ２－６６３４
長万部町高齢者事業団 高 砂 町 ２－２８２４
㈲かもめ商興（産廃も可） 静 狩 ６－２３１４
㈲光銭商店 大 町 ２－２３２６
斎藤商店 国 縫 ５－２３１３
㈱帝都建設　長万部支店 国 縫 ５－２２１１
道南資源 温 泉 町 ２－５２１０
㈱堀川清掃（し尿くみ取りも可） 富 野 ２－２４６６
㈲松岡清掃 高 砂 町 ２－２７１６
㈲山瀬清掃 富 野 ２－３２０１
㈲緑土産業 南 栄 町 ２－２１８８
㈱森興業（産廃も可） 温 泉 町 ２－３３７８
㈲赤塚商会 元 町 ２－２６０３

《平成30年４月１日現在／変更になる場合があります》
【お問い合わせ先】
　町民課生活環境係　☎２－２４５３

動物を飼っているみなさんへ動物を飼っているみなさんへ動物を飼っているみなさんへ衣料等の無料回収を平日でも行います

突発的に大量ゴミが出たときには

 収集運搬許可業者へ依頼を！

突発的に大量ゴミが出たときには

 収集運搬許可業者へ依頼を！

突発的に大量ゴミが出たときには

 収集運搬許可業者へ依頼を！

協会けんぽ北海道支部からの
せら知お

後期高齢者医療制度のお知らせ
～　制 度 の 見 直 し に つ い て　～

保険料均等割軽減のうち、２割・５割軽減の範囲が見直しされました

保険料所得割の軽減割合が見直しされました

被用者保険の被扶養者だった方の軽減割合が見直しされました

１年間の保険料の賦課限度額が見直しされました

◆保険料の計算方法（平成30年度）
　● 保険料額は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、前年の所得に応じて負担する「所得割額」の合計で計算します。

均　等　割
【１人当たりの額】
50,205円

＋
所　得　割

【被保険者本人の所得に応じた額】
（平成29年中の所得－33万円）×10.59％

＝
１年間の保険料
【限度額62万円】

（100円未満切り捨て）

【平成29年度】 【平成30年度～】
所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円＋（27万円×世帯の被保険者数） 33万円＋（27万5千円×世帯の被保険者数） ５割軽減
33万円＋（49万円×世帯の被保険者数） 33万円＋（50万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

お問い合わせ先 北海道後期高齢者医療広域連合
☎　011－290－5601

町民課　戸籍医療年金係
☎２－２４５３

【平成29年度】 【平成30年度～】
所得が次の金額以下の世帯 軽　　　減　　　割　　　合

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方 ２割軽減 軽減なし

【平成29年度】 【平成30年度～】
区　　　　分 所　得　割 均　　　　等　　　　割

被用者保険の被扶養者だった方 かかりません ７割軽減 ５割軽減

平成29年度
57万円

平成30年度
62万円

▼所得の状況により、均等割の軽減割合が９割、または8.5割に該当することがあります。

※ 年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

療養病床以外に入院したときの食事療養標準負担額の金額が見直しされました
【平成30年３月まで】 【平成30年４月から】

区　　　　　　　　　分 食　事　療　養　標　準　負　担　額
現役並み所得・一般 １食につき360円 １食につき４60円

療養病床に入院したときの生活療養標準負担額のうち居住費にかかる部分の一部の金額が見直しされました
【平成30年３月まで】 【平成30年４月から】

区　　　　　　　　　分 生活療養標準負担額（居住費部分）
 医療の必要性の高い方（指定難病患者を除く） １日につき20０円 １日につき37０円
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〔空き家の状況〕
　現在、静狩団地３戸、双葉団地３戸、国縫団地４戸、南部団地３戸、中部団地９戸、神社下団地２戸、はまなす
団地(シルバー)３戸の計26戸が空き家となっております。
　その他の団地は、空き待ちの公募となります。

〔一般町営住宅〕
　応募資格　①	申込者と同居しようとする方の合計所得から控除額を引き、12か月で除した額が15万８千円以下

の世帯。ただし、障がいのある方や60歳以上の方、就学前の子どもがいる方は、21万４千円以下
です。

　　　　　　②現に住宅に困窮している方。
　　　　　　③単身者の応募は、２ＤＫか１ＬＤＫの住宅となります。
　　　　　　④暴力団員でない方。
　　　　　　⑤市町村税を滞納していない方
　　　　　　⑥現在および過去とも、町営住宅使用料（家賃）を滞納していない方
　年間所得の基準（給与収入の場合）
　　　　　　①単 身 者 → 2,968,000円未満（所得：1,894,800円）
　　　　　　②２人世帯 → 3,512,000円未満（所得：2,275,600円）
　　　　　　③３人世帯 → 3,996,000円未満（所得：2,653,600円）
　　　　　　④４人世帯 → 4,472,000円未満（所得：3,034,400円）
　申込方法　	入居申込書に、入居希望者全員の住民票（本籍記載のもの）と前年の所得証明書（または源泉徴収票）

および町税に滞納がない証明書（または納税証明書）を添えて提出してください。

〔はまなすシルバーハウジング（高齢者向世話付住宅）〕
　応募資格　一般町営住宅の応募資格に加え、日常生活が自分ででき、自炊等が可能な方で、次の要件を満たす世帯。
　　　　　　①年齢60歳以上の単身世帯
　　　　　　②年齢60歳以上の夫婦世帯（いずれかが60歳以上であれば可）
　　　　　　③年齢60歳以上のみからなる世帯
　　　　　　④	障がい者のみからなる世帯および障がい者と60歳以上からなる世帯（障がい者は、年齢制限があ

りません。ただし、60歳以上が優先となります。）
　　　　　　※家賃のほかに生活援助員配置費用として、入居者の収入に応じて費用がかかります。
　申込方法　一般町営住宅と同様の書類に加え、「住宅困窮状況申立書」と「世帯の状況・自活状況申立書」が必要です。

〔特定公共賃貸住宅〕
　応募資格　	所得月額が15万８千円以上48万７千円以下の世帯（町営住宅の収入基準を超える世帯が該当します）。
　　　　　　	基準に達していない所得の方で、今後所得の上昇が見込まれ、将来基準を超えると判断される場合は、

申し込むことができます。
　　　　　　また、暴力団員および市町村税に滞納がある方は入居することができません。
　申込方法　一般町営住宅と同じ。

〔選考方法〕
　一般町営住宅・はまなすシルバーハウジング
　　住宅に困窮する実情を調査し、基準に照らし困窮度合いの高い方より入居を決定します。
　特定公共賃貸住宅
　　	申込件数が２件以上ある場合は、抽選により待機順番を決定し、30年度中に空きが出た時に入居決定するこ
とになります。

〔応募期限〕
　４月18日（水）まで
　入居申込用紙等は、建設課建築公園係（２階）に用意してます。

〔そ の 他〕
　家賃は所得により計算され決定し、入居時には敷金として家賃の２か月分を納めなければなりません。また、連
帯保証人（入居決定者と同程度以上の収入を有する方）１名が必要となります。

町営住宅・特公賃住宅の入居希望者募集町営住宅・特公賃住宅の入居希望者募集 　平成30年度分の町営住宅入居希望者を
次により募集します。（平成30年度中有効）

【お申し込み先・お問い合わせ先】　建設課建築公園係　☎２－２４５６
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　各公園の利用期間は、次のとおりです。みなさんの多
数のご利用をお願いいたします。なお、雪解けや公園整
備の状況により、利用期間を変更する場合があります。
◆長万部公園（キャンプ場・バンガロー）
　利用期間　４月27日（金）～10月末
　料　　金
　・キャンプ場　一泊　大人　500円／小人　200円
　・バンガロー　一棟一泊　5,000円（５～７人用）
　※	バンガローの予約は、４月２日（月）から受け付けております。
◆ふれあい公園（球場）
　利用期間　４月中旬～11月上旬
◆あやめ公園（パークゴルフ場）
　利用期間　４月13日（金）～11月上旬

　利用時間　午前８時30分～日没（受付は午後５時まで）
　※	時期・天候により閉鎖および変更する場合があります。
　料　　金

◆静狩緑地広場
　利用期間　４月21日（土）～10月末
【お申し込み先・お問い合わせ先】
　建設課建設公園係（☎２－２４５６）

使用の区分 町　内 町　外

１　日　券
大 人 ３００円 ５００円
小 人 ２００円 ３００円

シーズン券
大 人 １２,０００円
小 人 ５,０００円

回　数　券
（６回分）

大 人 １,５００円 ２,５００円
小 人 １,０００円 １,５００円

※シーズン券購入申込は、４月４日(水)から受け付けております。

各公園のご利用期間のお知らせ

　北海道では、平成16年度から土砂災害防止法に基づき土砂災害が発生する恐れのある危険箇所を、全道各地
で調査しています。
　町内には急傾斜地崩壊危険箇所が15箇所、土石流危険渓流が16箇所、合計31箇所の危険区域があります。
　この度、豊津地区及び豊野地区で４箇所の調査が完了し、平成30年２月23日付けで土砂災害警戒区域と土砂
災害特別警戒区域の指定を受けました。

■土砂災害警戒区域
　	　土砂災害が発生した場合に住民等の生命又は身体に危害が生ずる恐れがあり、警戒避難態勢を特に整備す
べき区域
■土砂災害特別警戒区域
　	　土砂災害が発生した場合に建築物に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著しい危害が生ずる恐れがあり、
一定の開発行為の制限及び建築物の構造の規制をすべき区域

【豊津地区】
指定区域名 自然現象の種類

①長万部豊津 急傾斜地の崩壊
②田中の沢 土石流

【豊野地区】
指定区域名 自然現象の種類

①長万部豊野 急傾斜地の崩壊
②藤野の沢 土石流
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土砂災害防止法により 土砂災害警戒区域等に指定

※指定に係る詳細については、渡島総合振興局函館建設管理部（☎0138-47-9643）にお問い合せください。
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（有料広告）

　町では、長万部への移住を検討されている方への情報提供として、空き家・土地などの物件情報を募集します。
これは、空き家の利用希望者及び物件所有者の必要に応じ、双方に情報を提供するものです。空き家を所有等
する人で売りたい・貸したいという人は空き家情報を登録しませんか。登録を希望される方は、空き家等情報
登録申請書をまちづくり新幹線課へ提出してください。（申請書は、まちづくり新幹線課にあります。また、町ホー
ムページからもダウンロードできます）なお、町ではトラブル発生時の仲裁、空き家に関する交渉や売買・賃
貸借の契約については、一切関与いたしません。
◎登録している所有者の皆様へ
　現在、町役場ホームページへ掲載登録している物件で、登録申請した日以降に売買等の異動がありましたら、
下記まで連絡ください。掲載を中止します。お手数をお掛けしますがよろしくお願いします。

【お問い合わせ・申請書提出先】
　まちづくり新幹線課　新幹線･政策推進係　（☎２－２４５０）

　少子高齢化が進み、一人暮らし・認知症高齢者も増加傾向にある中で、住民参加による地域づくりが必要で
あり、また高齢者自身も地域を支える担い手になっていくことが求められてきております。
　このような中で、高齢者の保健福祉・介護予防に関する施策を総合的に推進するため、長万部町では「第７
期長万部町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」の策定に取り組んでおりましたが、策定委員会での審議
やパブリックコメントを踏まえ、この度策定いたしましたので、町民のみなさまに周知致します。
◎計画について
　町ホームページまたは役場保健福祉課介護障がい者支援係で閲覧できます。（役場での閲覧は、開庁時に限ります。）
◎お問い合わせ先
　保健福祉課介護障がい者支援係（☎２－２４５４）

　障がい福祉施策については、障がいを持つ方々が自ら望む地域生活を営むことができるような支援や、障が
い児支援のニーズの多様化へのきめ細やかな対応、サービスの質の確保・向上に向けた環境整備が進められて
きております。
　このような中で、長万部町では「第３次長万部町障がい者基本計画・第５期長万部町障がい福祉計画・（第
１期長万部町障がい児福祉計画）」の策定に取り組んでおりましたが、策定委員会での審議やパブリックコメ
ントを踏まえ、この度策定いたしましたので、町民のみなさまに周知致します。
◎計画について
　町ホームページまたは役場保健福祉課介護障がい者支援係で閲覧できます。（役場での閲覧は、開庁時に限ります。）
◎お問い合わせ先
　保健福祉課介護障がい者支援係（☎２－２４５４）

空き家・土地などの物件情報募集

第７期長万部町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画が策定されました。第７期長万部町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画が策定されました。

第３次長万部町障がい者基本計画・第５期長万部町障がい福祉計画・
（第１期長万部町障がい児福祉計画）が策定されました。

第３次長万部町障がい者基本計画・第５期長万部町障がい福祉計画・
（第１期長万部町障がい児福祉計画）が策定されました。
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　平成30年度から平成32年度までの「第７期長万部町高齢者保健福祉計画・介護保険計画」に基づき、第１号被
保険者における第７期介護保険料基準額（月額）は、各種介護サービス量の推移や給付費の見込み等を勘案し算定
した結果、第６期の5,000円（月額）に対し、第７期は5,500円（月額）となります。
　保険料基準額から算出される平成30年度から平成32年度までの所得段階別の保険料は、次のとおりです。

○介護保険料のお支払いについて
　・特別徴収（原則として年金が年額18万円以上ある方）
　　年金から差し引きさせていただきますので、特別な手続きや直接介護保険料をお支払いする必要はありません。
　　（前年の所得が確定後、7月上旬に対象者へ介護保険料通知書を送付致します）
　・普通徴収（特別徴収以外の方）
　　前年の所得が確定後、7月上旬に対象者へ介護保険料通知書及び納付書を送付致します。
　　	第１期（７月）から第９期（翌年３月）までの９回に分けており、各期ごとの納期限までに、役場出納室、ま
たは指定金融機関等（郵便局・北洋銀行・北海道信金・農協・漁協）で直接介護保険料をお支払いください。

　　なお、町指定金融機関による便利で簡単な口座振替もできますので、ぜひご利用ください。

【お問い合わせ先】保健福祉課介護障がい者支援係（☎２－２４５４）

○所得段階別介護保険料について

段　階 対　　　　　　　　　　象 保険料率
保険料額

（年額） （月額）

第１段階

世帯全員が
町民税非課税

老齢福祉年金を受けている人又は生活保護受
給の人

基準額×0.45 29,700円 2,475円
前年の本人合計所得＋課税年金収入が80万
円以下の人

第２段階 前年の本人合計所得＋課税年金収入が80万
円を超え、120万円以下の人 基準額×0.75 49,500円 4,125円

第３段階 前年の本人合計所得＋課税年金収入が120万
円を超える人 基準額×0.75 49,500円 4,125円

第４段階
世帯の誰かが
町民税課税

本人が町民税非課税で前年の本人合計所得＋
課税年金収入が80万円以下の人 基準額×0.90 59,400円 4,950円

第５段階 本人が町民税非課税で前年の本人合計所得＋
課税年金収入が80万円を超える人 基準額 66,000円 5,500円

第６段階

		本人が
町民税課税

前年の本人合計所得が120万円未満の人 基準額×1.20 79,200円 6,600円

第７段階 前年の本人合計所得が120万円以上200万円
未満の人 基準額×1.30 85,800円 7,150円

第８段階 前年の本人合計所得が200万円以上300万円
未満の人 基準額×1.50 99,000円 8,250円

第９段階 前年の本人合計所得が300万円以上の人 基準額×1.70 112,200円 9,350円

平成30年度からの介護保険料について平成30年度からの介護保険料について平成30年度からの介護保険料について
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　町では、快適な生活環境をつくり、美しい自然を次の世代に伝えていくため、
下水道の整備を進めています。

排水設備の設置・改造
　下水道の供用（使用）開始となった区域では、くみ取り便所を水洗式に改造し、
台所や風呂などの汚水を流すための排水設備を設置する工事、または既設のし尿
浄化槽を廃止し、排水設備を設置する工事を行わなければなりません。

排水の整備についてのお願い
　家庭内から出る排水を側溝等に流すことにより、これから暑くなってきますと臭いや蚊の発生源となります。
　公共下水道への接続は、台所や風呂等からの排水だけを先に接続できますので、排水設備の整備にご協力を
お願いいたします。

きれいな水を未来へ渡そう！きれいな水を未来へ渡そう！

【お問い合わせ先】水道ガス課（☎２－２８６２）

　長万部町では、新たに狩猟免許等を取得した方を
対象として、狩猟免許の取得、猟銃の所持許可の取
得及び猟銃の購入等に要する経費に対し補助金を交
付します。

【狩猟免許等取得補助の目的】
　全国的に狩猟人口が減少・高齢化する傾向の中
で、長万部町の野生鳥獣の保護管理体制を維持する
ため、捕獲の担い手となる人材の確保を目的として
います。

【補助の内容は？】
　補　	助	　率：補助対象経費の全額（10/10）
　補助対象経費
　　①狩猟免許取得関連
　　　（予備講習会受講料、申請手数料）

　　②銃砲所持許可取得関連
　　　（講習会受講料、申請手数料）
　　③銃砲装備関連経費
　　　（銃砲、保管設備等購入費）
　　　※25万円を上限とする。

【助成対象は？】
　１）	町内に住所を有する方で、町税を滞納してい

ない方。
　２）	新たに狩猟免許等を取得して狩猟者登録を受

けた方。
　３）	北海道猟友会八雲支部長万部分会に所属し、

当該狩猟者登録を受けた年度の翌年度から5
年間、町から有害鳥獣の捕獲活動に従事する
要請があった場合に従事することを誓約でき
る方が対象です。

【お問い合わせ先】
■�狩猟免許等取得補助金などに関するお問い合わせ　産業振興課農林係　☎0137７－2－2４５５

狩猟免許等の取得支援について狩猟免許等の取得支援について

狩猟免許の取得を検討されている方は、下記までご連絡ください。
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町立病院からのお知らせ
◆４月の外来診療についてお知らせします◆

内
　
　
　
　
　
　
　
科

４月２日（月） ３日（火） ４日（水） ５日（木） ６日（金）
午 前 岩 永 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師

９日（月） 10日（火） 11日（水） 12日（木） 13日（金）
午 前 岩 永 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師

16日（月） 17日（火） 18日（水） 19日（木） 20日（金）
午 前 岩 永 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師

23日（月） 24日（火） 25日（水） 26日（木） 27日（金）
午 前 岩 永 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師

30日（月） ５月１日（火） ２日（水） ３日（木） ４日（金）
午 前 振 替 休 日

休 診
岩 永 医 師 伊 藤 医 師 憲 法 記 念 日

休 診
み ど り の 日
休 診午 後 伊 藤 医 師 岩 永 医 師

長万部町立病院では看護師・臨時看護補助員を募集しています。応募される方は、関係書類を添えて提出してください。
区　分 看　護　師 臨時看護補助員

募 集 人 数 若干名 １名
応 募 資 格 看護師の資格を有している方 不要
提 出 書 類 履歴書、（写真貼付・市販用紙可）、資格（免許証）の写し 履歴書、（写真貼付・市販用紙可）
選 考 方 法 書類選考及び面接により決定
応 募 期 限 平成３０年　４月２０日（金）
採 用 年 月 日 平成３０年　６月　１日（金） 平成３０年　５月　１日（火）

【お問い合わせ・書類提出先】　長万部町立病院庶務係（☎２－５６１１）

外 

科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師午 後 休 診

小
児
科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 休 診 出張医（北大） 休 　 診 休 　 診 出張医（北大）午 後

★毎週木曜日の午後は休診となります。
【内科・外科受付時間】　午前８時30分～11時30分　　午後１時30分～４時

★小児科については、診療開始時間が９時30分頃からとなります。
★４月24日（火）は健診のため、午後の診療は２時過ぎからとなります。
【小児科受付時間】　午前８時30分～10時30分　午後１時30分～３時30分
【眼　　科】　第３水曜日診療（ただし、祝日等の場合は休診または変更となります。）　【診療時間】午前10時～午後１時
★４月の外来診療日は18日になります。 ★５月の外来診療日は16日になります。
★診療は吉田眼科（函館市）が担当します。 ★診療は予約制で50名までとなります。
※都合により医師の変更または休診となる場合があります。【ご予約・お問い合わせ先】　長万部町立病院　☎２－５６１１
診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。
地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただくなど、
適正受診にご協力をお願いいたします。

★午前・午後の担当医師をよくご確認のうえ、受診願います。
★個人で健康診断を受ける方について、午前は10時30分まで、午後は３時までに来院願います。

看護師 ・臨時看護補助員　募集のお知らせ
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消 費 者 相 談 窓 口

架空請求
　「利用した覚えのない請求が届いたがどうしたらよいか」という架空請求に関する相談が多く寄せられています。
請求手段は、電子メール、ハガキ、封書等多様です。
　「運営業者様から債権譲渡を受けた」「通信会社様から委託を受けた」等債権譲渡
を受けたとする架空請求、存在しない法令や公的機関の名称を用いた架空請求、法
務大臣の許可を得た債権回収業者の名称を用いた架空請求、「信用情報機関へのブ
ラックリスト登録、さらに給料差し押さえという法的措置を取らざるを得ない」「裁
判所に申し立てた後、強制執行、近隣調査等をすることになる」等裁判手続をちら
つかせる架空請求もあり、請求内容によって様々なパターンがあります。

●長　万　部　交　番　　　☎2－2312	 	 ●警察相談専用電話　　　　♯9110
●消費者ホットライン（局番なし）188	 	 ●長万部町役場産業振興課　☎2－2455

相　談　電　話　番　号

　ハガキが届いても、決して相手に連絡せず、支払わずに無視してください。不安
を感じたり対処に困ったりした場合には、すぐに産業振興課又は（消費者ホットラ
イン１８８（いやや））に相談してください。

◎第１回北海道警察官採用試験日程等
◆　採用予定人員

男性Ａ区分125名程度、女性Ａ区分35名程度
男性Ｂ区分40名程度、女性Ｂ区分10名程度

（※B区分：学校教育法による高等学校に在学
中の方を除く）

◆　受付期間

　　３月１日（木）から４月23日（月）

◆　第１次試験日　５月20日（日）
　※　第１次試験は八雲警察署内で受験できます。

◆　第２次試験日　６月下旬～７月上旬
※お問い合わせは「八雲警察署」まで24時間受

け付けています。

◆　お問い合わせ先

　　八雲警察署警務課　☎（0137）64－2110

やりがいのある仕事！　様々な知識、資格が役に立つ！　仕事もプライベートも充実！
そんな仕事はここにある。北海道警察官を目指してみませんか。
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所在地：長万部町役場内
電話：2-2016【内線170】　FAX：2-2931
相談時間：8:30～17:15（土日祝、年末年始を除く）

認知症サポーター養成講座を開催しました！

　２月15日に、 更正保護女性会が中心となっ
て、 あつまんべで開催しました。 会員をは
じめ多くの皆様にご参加頂きました。（25名） 
　当日は講義やDVD、 グループワークをと
おして、 認知症を理解し、 温かい目で見守る
方法について学習を深めました。 
　認知症サポーターの証であるオレンジリン
グを多くの方が身につけ、 認知症の人やその
家族の 「サポーター」 を長万部町内にどんど
ん広めていきたいと思います！

　《ご参加頂きまして、 ありがとうございました !! 》
　２月20日、 福祉センターで　～ 「おすそわけ」 が地域を救う!! ～　をテーマに地域
支え合い講演会が開催されました。100名以上の方が参加し、 地域の支え合い活動に
ついて、 参加者の皆さんと考えることが出来ました。 
　皆さんに記入頂きましたアンケート結果につきましては、 次号広報に掲載予定です。 
　みんなが暮らしやすい長万部町を目指して、 色々な企画を展開していきますので、 
今後の活動に注目して下さい！

日ごろから、ご近所やご家族にひと声かけてから出かけましょう！

　町では、長万部高等学校に通学する生徒の通学費補
助を行っております。
◎補助内容
　長万部高等学校に交通機関（ＪＲ）を利用して通学
する生徒の保護者に通学費を補助します。
◎補助金額
　通学する生徒の最寄りの駅から長万部駅までのＪＲ
６ヵ月定期運賃で計算した年金相当額を補助します。
◎申請手順

①申請に必要な「通学費補助金交付申請書」は、入
学式・始業式（４月９日）以降に高校から配付し
ます。

②上記申請書に必要事項を記入・押印し、長万部高
等学校へ提出してください。

③長万部町から「補助金交付決定通知書」が申請者（保
護者）へ通知されます。

◎支給方法
　４月から９月分を９月に支給し、10月から翌年３月
分を３月に支給します。（銀行振込）

【お問い合わせ先】
教育委員会学校教育係　☎２－２７４８

長万部高等学校通学費補助のお知らせ 奨学金をご利用ください！
　平成30年度長万部町奨学金申請の受け付けを次によ
り行います。
●奨学金の種類
・給付奨学金……授業料の年額相当額の２分の１を

給付
・貸付奨学金……授業料の年額相当額の２分の１以

内を貸付
●対象者
・長万部高等学校を卒業した方
・国公立大学および東京理科大学に入学または在学

中の方
●受付期間
　４月20日（金）～５月10日（木）
●給付決定
　奨学金運営委員会で審議し、その答申に基づいて町
長が決定します。

【お問い合わせ先】
教育委員会学校教育係　☎２－２７４８
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　厚生年金・国民年金等の相談
▶日時　4月10日（火）・５月８日（火）
　①10:30～12:00　②13:00～15:30
▶場所　役場２階会議室
※ ３日前までに町民健康課戸籍医療

年金係に要予約　☎2－2453
※ 枠に限りがございますので、ご了

承願います。
※ 相談月の２ヶ月前から予約を受け

付けております。（30年６月分の
事務相談は４月から予約受付開始）

相 談

■年金相談

■長万部町消防職員
　（救急救命士）の募集
　長万部町消防本部では、次により
消防職員を募集します。
応募される方は、関係書類を提出し
てください。
▶職務内容　防災・予防事務及び
　　　　　　火災･救急･救助業務
▶採用人数　１名
▶受験資格　
① 昭和63年４月２日以降に生まれ、

救急救命士の資格を有する者。
② 地方公務員法第16条（欠格条項）

に該当しない方。
③ 普通自動車運転免許を有している

者、且つ大型自動車免許を有して
いるか採用までに大型自動車免許
取得ができる者。

④ 長万部町消防本部から概ね３㎞以
内に居住できる方。

⑤日本国籍を有する者。
▶待　　遇　長万部町給与条例による
▶採用年月日　平成30年７月１日
▶提出書類
①長万部町消防職員採用試験申込書
② 救急救命士免許証の写し、又は救

急救命士名簿登録済証明書の写し
③最終学歴の卒業証明書
④最終学歴の成績証明書
▶試験申込書の請求について
　申込用紙を郵送で請求する場合
は、封筒表面に「試験申込書請求」と
朱書きし、請求者の住所・氏名を記
載し120円切手を添付した返信用
封筒（Ａ４版以上）を同封のうえ、
長万部町消防本部庶務係まで請求し
てください。（※様式は長万部町の
ホームページからもダウンロードで
きます。）
▶申込期限　４月27日（金）まで
　（ 郵送の場合は、４月27日の消印

有効）
▶試　　験
　書類選考・論文・体力試験・
　面接試験
　（平成30年５月上旬）
※ 採用予定者は、救急救命士免許取

得者又は救急救命士名簿登録済証
明書取得及び大型自動車免許取得
の者が採用条件となります。
▶試験場所
　長万部町消防本部及び長万部町役場
【お問い合わせ・書類提出先】
　〒049-3521
　 北海道山越郡長万部町字長万部

450番地21
　長万部町消防本部
　（☎01377－2－2049）

求 人

■介護認定調査員募集
　町では、介護保険の認定調査に従
事する方を募集します。
　応募される方は、関係書類を提出
してください。
▶業務内容
　要介護認定等の申請に基づき、高
齢者の自宅や入院先などで要介護認
定調査を実施、調査内容を「認定調
査票」に記載して町に提出します。
▶資 格 等
　次に掲げる項目の全てを満たす方
① 保健・福祉・医療に関する資格を

有する方
② 介護サービスを提供する事業所に

所属していない方
③ 認定調査員研修を受講している又

は今後実施する同研修を受講でき
る方
▶募集人数　若干名
▶報　　酬　１件あたり4,000円
▶提出書類　履歴書又は身上書
　（市販用紙可。要写真添付）
・ 保健・福祉・医療に関する資格を有

することが証明できる書類の写し
▶選考方法　書類選考により決定
【連絡・お問い合わせ先】
　保健福祉課介護障がい者支援係
 ☎2－2454

■人権相談
　人権問題・家庭問題などの悩みは
ありませんか？
　電話等で相談に応じています。
◎人権擁護委員
　井上　正範　☎2－5325
　石垣　聖子　☎2－2351
　小野　雄二　☎2－2165
※相談無料、秘密は厳守されます。

■登記･法律無料相談
　毎月１回、無料相談を開設してい
ます。
▶日時　４月19日（木）13:00～15:00
▶場所　役場会議室
◎相談員
　井上正範司法書士（長万部町）
【お問い合わせ先】
　税務課　☎2－2452

■函館弁護士会無料法律相談
　毎月第2・第4金曜日に法律相談を
行っていますので、ぜひご利用ください。
　予約制・先着順なので事前に函館
弁護士会までご連絡ください。 
▶日時　4月13日（金）・27日（金）
　　　　13:00～16:00（各相談時間30分）
▶場所　はぴあ八雲
【お問い合わせ先】
　函館弁護士会　☎0138－41－0232

■身体障害者相談
　身体障がいのある方の悩み相談
▶日時　４月10日（火）13:30～15:30
▶場所　役場１階相談室
◎身体障害者相談員
　菅野　文夫　☎2－3483
■行政相談

　身近な話題で、行政にご要望はあ
りませんか？
▶日時　４月12日（木）13:00～15:00
▶場所　役場２階小会議室
◎行政相談委員
　小野　幸子　☎2－2165
※相談無料、秘密は厳守されます。

　次の方々より、寄付がありました。
　紙上をかりて厚くお礼申し上げます。
 （敬称略）
◆長万部町社会福祉協議会へ
・国縫女性会 10,000円
　〈社会福祉資金に〉
・長万部更生保護女性会 10,000円
　〈 長万部町青少年健全育成推進協議

会へ指定寄付〉
◆デイサービスセンターへ
・兼松　千里（高砂） 30,000円
　〈一般寄付金として〉
・長万部大正琴サークル 10,000円
　〈一般寄付金として〉
◆長万部長愛会へ
・兼松　千里（高砂） 50,000円
　〈香典返しに替えて〉

お 礼

■寄付 （敬称略）
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生 活

■高齢者生活福祉センターの
　入居希望者募集

　平成30年度分の入居希望者を次
により募集します。
　なお、当センターは、入居者の健
康や火災予防など安全を配慮するた
め、「３食食事付」となっております。
▶応募資格
① 本町に住所を有する概ね65歳以

上の高齢者で、ひとり暮らし及び
高齢者のみの世帯であって、独立
して生活することに不安のある方

② 本町に住所を有する概ね65歳以
上の高齢者で、同居人が虚弱であ
る又は虐待を受けている、若しく
は同様の状況にある等により、住
宅で生活することに不安のある方
▶利用料（月額）※30日の場合
・単身用居室
　71,640円～90,640円
・夫婦等居室
　131,280円～143,280円
※ 利用料には、１日３食の食費（１

日あたり1,188円）、管理費が含
まれており、前年度の収入に応じ
て利用料が決まります。
▶申込方法
　利用申請書に、医師の健康診断
書・誓約書・身元引受書を添えて提
出してください。（利用申請書・誓
約書・身元引受書の様式は、保健福
祉課介護障がい者支援係に用意して
います。）
▶選考方法
　居宅における生活への不安のある
実情を調査し、生活がより不安な方
を優先に入居を決定します。
▶応募期限
　４月23日（月）まで必着
▶その他
　５月中に入居（待機順位）の決定
を行い、入居（待機順位）の可否を
通知します。
【お申込み・お問い合わせ】
　保健福祉課介護障がい者支援係
 ☎2－2454

【30年度ボチボチ村人募集】
　今年度は無料区画を設けます
　（15坪×10区画）
▶利用条件
　長万部町民で（長万部町への移住
予定者可）当農園利用規定に従い無
農薬栽培をする方。
▶一区画面積
　30坪（100平方メートル）
※何区画でも可
▶管 理 費
　一区画　5,000円/年
　二区画　8,000円/年
※3区画目からプラス2,000円、
　半区画2,500円/年
※ その他、無料区画はお問い合わせ

ください。
▶場　　所　富野旧苗畑跡地
▶附帯施設
　駐車場、耕土済み、水場、簡易ト
イレあり
▶募集期限　５月末日
▶利用期間　５月～11月

【お申込み・お問合せ先】
　NPO法人 おしゃまんべ夢倶楽部
 ☎2－2157　山内惠二

■ボチボチ村・畑開きのご案内

　成長過程にある未成年者の飲酒
は、本人にとって身体的・精神的に
大きなリスクがあるだけでなく、社
会的にも大きな影響を与えます。こ
れを未然に防止するためには、未成
年者が「なぜ自分たちはお酒を飲ん
ではいけないのか」を理解できるよ
う、学校での教育のほか、家庭や地
域社会においてもしっかりと説明す
るなど、大人の責務として社会全体
で取り組みましょう。
【 未成年者がお酒を飲んではいけない
５つの理由】

１ 　脳の機能を低下させるおそれが
あります

２ 　肝臓をはじめとする臓器に障害
を起こしやすくなります

３ 　性ホルモンに異常が起きるおそ
れがあります

４ 　アルコール依存症になりやすく
なります

５ 　未成年者の飲酒を禁じる法律が
あります

■４月は「未成年者飲酒防止強調
　月間」です

■山火事・ヒグマに注意！
　山菜採りや登山などで入山される
ときは、森林を山火事から守り、ま
た、クマによる不測の事故から身を
守るためにも、単独での入山はでき
るだけ避けましょう。
●林野火災
　　予防強調期間
　４月21日から
　５月31日まで

■ガス・上下水道の検針日

17日（火） 18日（水） 19日（木） 20日（金）

区　　分 基本料金
調整単位料金(㎥)

Ａ群０～13㎥ 1,050円
394円38銭

Ｂ群14～57㎥ 1,700円
340円28銭

Ｃ群58㎥以上 4,500円
289円08銭

　4月の水道・ガス・下水道の検針
日は、次のとおりです。

■ガス料金表

■災害義援金募集のお知らせ
　みなさまのご支援をお願いします！
◎東日本大震災義援金
　受付期間：平成31年３月31日まで
　 3,567,848円（3/20現在） 
◎平成28年熊本地震災害義援金
　受付期間：平成31年３月31日まで
　 595,614円（3/20現在） 
◎九州北部地方大雨災害義援金
　（平成29年７月５日からの大雨災害）
　受付期間：平成30年９月28日まで
　 85,058円（3/20現在） 
◎平成29年台風第18号災害義援金
　受付期間：平成30年３月31日まで
　 21,377円（3/20現在） 
※ 上記の各義援金の金額は窓口およ

び募金箱の合計金額です。
◎受付窓口　保健福祉課 ☎2－2454
　（日本赤十字社長万部町区分）

■老人福祉センター休館日
４/５（木）・4/12（木）・4/19（木）

4/26（木）・4/30（月）・5/3（木）～6（日）

■４月の優良運転者講習
▶日時　４月19日（木）18：30～
▶場所　福祉センター
ご注意　長万部町で講習を受ける場
合は、必ず事前に八雲警察署で手続
きを行ってください。
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＝年金は世代と世代の支え合い＝

町民課戸籍医療年金係　　 （�２－２４５３） 
函館年金事務所国民年金課 （�０１３８－５６－１１６５） 

お問い合わせ先

　国民年金は、20歳から60歳の方が必ず加入しなければならない
公的年金制度です。学生には、在学期間中の国民年金の掛け金の支
払いを学生本人が社会人になるまで猶予される学生納付特例制度が
あります。
　もしも、支払いせずに未納のまま放っておくと、将来の年金に影
響がでたり、もしもの時の障害年金がもらえなくなってしまいます。
　また、前年度に学生納付特例を承認された方については、翌年度
も引き続き同じ学校に在学する予定であることが確認できている場
合は、４月に送付されるハガキにて申請手続きができます。この場
合の添付書類は必要ありません。

対象となる学生

　大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・
専修学校やその他教育施設（個別に定めています）の
一部に在学する20歳以上の学生。（修業年限が１年以
上の課程に限る）
　ただし、学生本人の前年所得が118万円＋扶養親族
等の数×38万円以下であること。

承認期間は

　４月（在学中に20歳になる方は誕生月）から翌年
の３月までです。申請は毎年必要となります。

申請に必要なもの

　・学生証のコピー、または在学証明書
　・印かん（本人が署名の場合必要ありません）
　・年金手帳

※承認を受けてから10年以内であれば、さかのぼっ
て納めることができるので、老齢基礎年金の受給額
を満額にするためにも卒業後は追納をおすすめしま
す。

事　　業　　名　　称 契　　約　　業　　者 契約金額
（税込・円）

予定価格
（税込・円）

落札率
（％）

参　加
業者数

工　　期
（納期）

国縫振興会館前防火水槽撤去工事 株式会社　城北工業長万部支店 3,164,400 3,250,800 97.34 ６社 H30. 3.23

入 札 結 果 ２月27日分

広報「おしゃまんべ」に
� 広告を掲載しませんか？
　あなたのお店や会社をご紹介します！広報紙は長万部町内
の全世帯に配布されますので、宣伝効果が期待できます。掲
載をご希望される方は、お気軽にご相談ください！
　●掲載料　4.5㎝×	 8.8㎝　１回	2,500円　　　　　　　		　
　　　　　　4.5㎝×	17.8㎝　１回	5,000円　　　　　　　		　
【お問い合わせ先】
まちづくり新幹線課まちづくりグループ（☎2－2450）
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まちのカレンダーまちのカレンダー

戸 籍 の 窓戸 籍 の 窓戸 籍 の 窓

ゴールデンウィーク期間中は
　ゴミの収集時間を変更します

～午前７時までにゴミステーションへ！～
　ゴールデンウィーク期間中は、交通渋滞が予
想されますので、ゴミの収集時間を変更します。
　午前７時までに決められたゴミステーション
に出してください。
■４月30日（月）から５月４日（金）まで
　※土・日曜日は収集しません

〔２月15日～３月14日受付分〕（敬称略）

いつまでも おしあわせに

おたんじょう おめでとう

おくやみ もうしあげます

　お	な	ま	え　　　　生まれた月日　父母の名	 住　所

　氏　　　名　　	年齢　　	月　日	 住　所
中　込　みつよ
佐々木　トミヱ
照　井　ヒフミ
後　藤　　　宏
和田山　ミ　サ
南　　　榮次郎

世　帯	 2,903世帯
人　口	 5,360 人
　男	 2,482 人
　女	 2,878 人
前月比	 －139 人
	 （２月28日現在）

この広報誌は再生紙を使っています。

２月13日
２月17日
２月20日
３月	４日
３月	６日
３月12日

双　葉
高砂町
高砂町
大　浜
静　狩
富　野

95歳
86歳
86歳
74歳
88歳
87歳

　

３
月
21
日
に
初
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
、「
長
万
部

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
＆
春
の
図
書
館
フ
ェ
ス
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
長
万
部
高
校
の
教
員
で
構

成
さ
れ
た
バ
ン
ド
や
、
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
の

「
Ｅ 

ｖｅｒ 

Ｚ 

Ｏｎｅ
」
な
ど
が
出
演
し
た
ほ
か
、
古

本
市
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
も
開
催
さ
れ
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
様
子
を
裏
表
紙
に
写
真
で
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
長
万
部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
」
で
検
索
。

　

長
万
部
の
明
る
い
話
題
、
第
２
回
の
開
催
に
も

期
待
し
た
い
で
す
ね
♪ 

（
Ｎ
）

編
◆
集
◆
後
◆
記

４�月 事　業　名　等 会　　場 時　間

6 金
◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福祉センター講堂 14:45～15:45

7 土
8 日

9 月 ◆長万部高等学校入学式 長万部高等学校体育館 13:30～
◆東京理科大学基礎工学部第32期生来町 理科大長万部キャンパス 18:30～

10 火
◆年金事務相談（要予約） 役 場 ２ 階 会 議 室

10:30～12:00
13:00～15:30

◆東京理科大学基礎工学部第32期生入寮式 理科大長万部キャンパス 9:30～
◆身体障害者相談 役 場 １ 階 相 談 室 13:30～15:30

11 水 ◆ガヤガヤ運動教室(旭浜) 旭 浜 生 活 館 13:30～15:00
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30

12 木 ◆健康相談(中の沢) 中 の 沢 振 興 会 館 10:00～11:30
◆行政相談 役場２階小会議室 13:00～15:00

13 金

◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福祉センター講堂 14:45～15:45
◆函館弁護士会無料法律相談 は ぴ あ 八 雲 13:00～16:00

14 土
15 日
16 月
17 火

18 水 ◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
◆すくすく教室・のびのび広場 子育て支援センター 10:00～11:30

19 木 ◆優良運転者講習 福 祉 セ ン タ ー 18:30～
◆登記・法律無料相談 役 場 会 議 室 13:00～15:00

20 金
◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福祉センター講堂 14:45～15:45

21 土
22 日
23 月 ◆健康教室（大浜） 大 浜 振 興 会 館 10:00～11:30
24 火 ◆乳幼児健康診査・乳幼児健康相談・BCG接種 ふれあい健康センター 13:00～13:30
25 水 ◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
26 木

27 金

◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福祉センター講堂 14:45～15:45
◆函館弁護士会無料法律相談 は ぴ あ 八 雲 13:00～16:00

28 土
29 日 昭和の日

30 月

５�月 事　業　名　等 会　　場 時　間

１ 火
２ 水 ◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 高 砂 振 興 会 館 9:15～11:00
３ 木 憲法記念日

４ 金 みどりの日

５ 土 こどもの日

６ 日
７ 月

８ 火 ◆年金事務相談（要予約） 役 場 ２ 階 会 議 室
10:30～12:00
13:00～15:30

９ 水 ◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 高 砂 振 興 会 館 9:15～11:00
10 木

　	夫	の	氏	名　　　		妻	の	氏	名　　		届出日

　今月は届出がありません。

２月	23日
３月	３日

加　藤　生　悟
堀　田　忠　光

堀　田　智恵美
石　井　裕美絵
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長万部中学校卒業式（３月15日）　卒業生に卒業証書
が授与され、それぞれの進路へと巣立ちました。

自衛隊入隊者激励会（３月２日）長万部町出身
の先輩自衛官もかけつけ、激励を受けました。

長万部ミュージックフェス＆春の図書館フェス（３月21日）文化ホールでは、バンドやダンス、アイドルユニットの
EverZOneのライブなどが行われ、図書館フェスとしては、革小物作成体験やハンドメイドアクセサリーなど可愛い
アイテムが出店されました。また、長万部高校の生徒も運営スタッフとして参加し、イベントを盛り上げました♪

初開催!
長万部ミュージックフェス＆春の図書館フェス


